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巻頭言 
 令和元年度（２０１９年度）より文部科学省の「地域との協働による高等学校教育改革推進事

業（地域魅力化型）」の指定を受けて始まった本校の「Ｋ＃Ａｍａｘ(ｹｰ・ｴｰ・ﾏｯｸｽ)」の取組も３

年が経ち、指定期間が終了することとなりました。この間多くの方々の御支援の下、様々な活動

を行って参りました。 
本取組の背景として、熊本市以外の県立高校の多くがそうであるように、本校も生徒数の減少

という大きな課題に直面し、学校の魅力向上や教育活動の対外的発信の強化に取り組まなけれ

ばならないという切実な事情がありました。また、この現状の根底には本校の立地する上天草市

自体が人口減少の深刻化という状況を抱え、本校の入学者の９９％が上天草市内の中学校から

という実情を考えたとき、数十年後の自治体の在り方の命運を本校が握っているといっても過

言ではないという実態があったのです。 
こうした経緯を踏まえ、Ｋ＃Ａｍａｘのテーマを「『ひと・もの・資源の宝庫』上天草で未来

を切り拓くリーダーの育成」に定め、上天草市を始めとする地域の関係機関等の全面的な協力を

得て、地域課題解決のためのビジネスプランを作成するという活動に取り組みました。地域の方

が生徒に直接指導するために本校を訪れるという光景はいつしか特別なことではなくなり、生

徒たちも地域に飛び出し、地域の方々と触れて、地域の様子を取材、調査をすることが日常的な

こととなっていきました。さらには、上天草市内の各中学校でも期を同じくして起業家教育が始

まり、中学校に本校生が助言や協力に出向くという中高連携も行いました。このような取組は生

徒の意識面の確かな変容をもたらしました。 
本事業の一環として今年度生徒に行ったアンケートでは、「高校卒業後地元で就業したいと考

えている」生徒は７２．３％、「大学等進学後、将来地元に戻って就業したいと考える」生徒は

４７．６％と、事業初年度から３年間でそれぞれ１０ポイント近くの上昇を確認することができ

ました。行動面での変化も見られました。別のアンケートでは、「地域社会でボランティアに参

加した」と答えた生徒が約６割いて、他校平均より１４ポイント以上高い結果が見られました。

このような結果から言えることは、生徒たちは自身の住む地域に関心を有し、地域のために自分

ができることをしようとする意欲を持ち始めているということではないでしょうか。郷土愛の

涵養を図ることができたと表現してもよいでしょう。 
加えて、学校教育に地域人材が参画することは、学校の風通しを良いものとし、学校外部の視

点の導入によって教師が普段の自身の指導の在り方を振り返るという機運の醸成も促しました。

教師も学びの機会を得て、地域への理解を深め、そのことが結果的にこの地域で生まれ育った生

徒たちへのより深い理解につながるという効果がもたらされたととらえています。 
以上のような成果を得た取組ですので、指定期間はこれで終了しますが、来年度以降も活動は

継続することとしています。Ｋ＃Ａｍａｘの本格的な活動がこれから始まる、そう呼んでもいい

かもしれません。そして、冒頭述べたように、この活動に取り組んだ生徒たちが数十年後、上天

草の地で多様な分野で活躍しているということが実現した時、この活動の真の成果が得られた

瞬間となるのです。それを信じ、私たちは生徒たちとともに、一つ一つのプログラムを楽しみな

がら、今後も活動し続けて参ります。 
最後になりましたが、今年度の本校の取組に対しまして、上天草市をはじめとする各所の関係

の方々から、多大なる御支援御協力をいただきましたことに深甚なる感謝を申し上げますとと

もに、今後の更なる御指導御鞭撻と、本書をご覧いただいた皆様からの御助言を心より祈念申し

上げ、巻頭の御挨拶といたします。 
令和３年３月 

熊本県立上天草高等学校 
                         校長  田中 篤 
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第１章 令和３年度研究開発完了報告書・目標設定シート 

１ 研究開発完了報告 

 
名 本県教育   

者名  教育    
 

１ 事 の  
   ３ ４ １ （ ）  ４ ３ ３１  
２ 指 校名  

学校名 本県立 高等学校 
学校 名    

 地 魅力化  
３ 研究 発名 

と もの の で を の育成 
４ 研究 発  

o iety . に主 に で る地 を育成するため、す の教 で学 の と

る す する 力を高める トを 。こ の力を に 、

地 や大学等と協働した学校 で る ト 、 、 地

研究 地 イ 研究 を とした 発を 、 と もの

の で を の育成を 。 の 、 高

し 進し る 教育を大 とし、 地 の発 を に、 を

活 し 、 する と 、地 全 の の をもた し、 構 の

化に ることも とし る。課外活動に も地 との協働を強化し、 地

の の 高学 で る 高校の魅力化を 進し、地 の課 や を 、

に 主 に 考 動する を育成し 。 
５ 学校 教 の 教育課 の の活用の  
 学校 教    し る       し  
 教育課 の の活用  活用し る       活用し  
６ 指導 の  

氏名 職 考 
  大学  学 者 
  本大学 本 生 進 構 教  学 者 
    の  

立  本 ト ア   
本県 教育   

教育に 
を する 

  本  局  地元 の 局  
 高等学校と地 との協働に る ア の  

名 の 者 
本県教育庁県立学校教育局高校教育課   

高等学校   
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の 検 を る。事 、 ア で た を学校

協議 で ため、 議を した。 
  発等 地 協働学 に  

発等 、 とし ４ し る。 の

発 進 の 、 に る課 発 学 等の地 の 画

を る。 た、 を地 協働学 に指名し、学生 に 部 学 で

働 た や、地 こし協力 とし 活動し た を活 し 、学校と地

の外部を 、地 の や地 外 地 に る を活用し、地 の

画 を る。学校と地 を ディ ト で 、生徒

の 究活動のア イ や で に活 た る。 
事 も本校の 組に 画し た で 、 の を の で 担

で る仕組みを構築し る。 
１０ 研究 発の  
（１）  

  
             

地  
進  

【 】 

【地 研】 
【地 イ 】 

            

ト学  

【 】 
【 】 
【 】 

            

ィ  

発  
【地 研】 

            

 
動画  

成  

【地 研】 

            

す  

する  
ト 

 

            

す  
する  

ト 

 

        １     

ト 

生徒  
            

生徒成果発  

（全生徒 ） 
            

研究成果発              

の【 】 する学校 の 。 
    【 】 ト   【 】 ト  
    【 】 ト   【地 研】 地 研究 
    【地 イ 】 地 イ 研究 

 
（２） の  

画 部   
も し課   

教育 学 課   
教育    

課   
協議 地    

学校    
Ａ さ   

協 組    
   

ト  メディア事 部   
情報課   

協  本  
大学 本   

発等  
地 協働学  元   

８ 発 外 ア イ 地 協働学  
 氏名 職 用  
発  元   元   

地 協働学  元   元   
９ の 組   
（１）  

  

 ４  ５  ６   ８  ９     １  ２  ３  

指導        
面

 
     

ア  
             

 
発等  用 用 用 用 用 用 用 用 用 用 用 用 

地 協働 
学             

（２） の  
  指導 に  

研究 の指導、 の 、 果の ア に し 者

指導 を た る。 、 のため １ を 面での

とし、 組 課 と の に する を た た。 ２

（研究成果発 ）も 面での で イ で ィ での と た。

研究成果の発 に する指導 に 、 ディ を本校職 と

者 に し、３ の 組の を こ た。 
  ア に  

ア に 、本事 の で 、育 た を し、

協働し 育成に る と る。 の とし 、育 た の

、学校 を とした教 の指導 画 の 画、事 の進
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働 た や、地 こし協力 とし 活動し た を活 し 、学校と地
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    【 】 ト   【 】 ト  
    【 】 ト   【地 研】 地 研究 
    【地 イ 】 地 イ 研究 
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（研究成果発 ）も 面での で イ で ィ での と た。

研究成果の発 に する指導 に 、 ディ を本校職 と

者 に し、３ の 組の を こ た。 
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ア に 、本事 の で 、育 た を し、

協働し 育成に る と る。 の とし 、育 た の

、学校 を とした教 の指導 画 の 画、事 の進
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学校外（地 外の教育 、 、大学、Ｎ 、メディア等）を 果 学

活動を する を担 る。地 協働学 、 発等

と の者を指名し 、学校の を地 の （ ）と る で

、地 の を学校の （ ）と る の ディ ト を担

る。 
さ に、 との も のこと、 の地 こし協力 との も め、

ト を 、 した事 を で た。 に 教育 学

校 の ディ と することで、本校と 学校の 究活動 動し、

果を発 した。 
発等 と高校で した や指導 画に し、

ア の 立 の を た 、事 に させ、高校で 検 し、

ア で協議すると 担を める で Ａサイ を 立した。 
学校全 の研究 発 に （教 の 、 を する に ） 

研究 発を主とし 担当する職 ２ と 発等 （地 協働学

を ）を、 職 の 研究 者 、教 主 学 主 で構成さ た 研

究 進 で サ トする 構築さ る。 た、 学 職

さ た ト担当２名 、学 の とし 研究主 をサ ト

した。 
発等 、地 協働学 の学校 に る に  

４ し、職 生徒 元 生 と る 、学校の で活動す

る とし さ る。 学 の学 で学校 の を 、 の

をサ トし る。 た、学校 外の も し、 全

のア イ や、学校 事のサ トも し る。 
学校 の で 研究 発の進 を や成果の検 等を

画 を し 仕組みに  
研究の成果や課 を検 し、 を 研究 検討 を し、

に進 の 画の を た。 
た、 模校で ると を活 し、 職 活動に することで、 事 の

進 や 画に 活発 た。こ に 、デ とともに

を た研究 発の全 を学校 し、強 の 、研究 発を

力強 進 させること で た。 
発に する ア に る 組に  

の 、 ア で 、育成する地 を し、

メ トの を担 る。 た、 発に 、 高校の教

育活動全 に 、 ア の果たす に大 た。 
指導 等、 組に する指導 等に する の に  

本校の 指導 に 、指導 をする で 、 を するための 立 を

し た る。 、 （ ） の Ｓ の 組を

させ 。 と を た た 果、 を 介し た

た 、 （ 本大学 教 ）に の を め た た 、 立 の

介で大学生に る する 、 を た た。 
の に た 組に  

研究 発の や地 課 研究の に  
（ア） ト を めとする 究活動の  

究活動の 化と （生徒 で研究と の成果を ）を担 するた

めに、 トを に し、学 の を た を導

した。 で する を 力 し、生徒の に せた で、

の と 究活動 に た。 た、 で学 を た

研究で、 に たる 究活動を に させること に た。 
の導 に 、地 の を する 、地 との

強化と職 の 担 を た。 
（イ） 学 指導 に る地 育成を 指した の 組 

でに 成させた 地 育成の を に で る

仕組み、 地 育成のための メ ト を した。 
職 、 画の 成 を こ 、 で生徒を 。生

徒 も で を 。協働活動を 外部 も

の で生徒を する。こ をもとに地 に 力 育成で る

、育成す し 力 検討し、 を する。こ をもと

に 画を立 する、地 と協働した の メ トの構

築を た。 
（ ）大学や研究 との  

教育のデ 化の進 に 、 トでの の 、

も も 、 地の で も ト ィ とし

しやす を で た。 た、生徒１ １ と１ １ア トの

に 、 の生徒に るメ を 用した 、 化

さ た の で た。 に、情報 教育強化の 課

も生 た。 
地 との協働に る 究 学 を する学 の教育課 に る  
１ 全学 に 、学校 ト （１ ）、２ 全学

に 、学校 ト （１ ）、３ 全学 に 、学

校 ト （１ ）を 究の の と

し し る。 た、２ に 、学校 地 研究 （１

）、３ に 、学校 地 イ 研究 を

し る。 
等に る学 を に させ 教 等 学 とする 組に  

１ 生 と情報 に る の 情報発信 と 成の

を せる 、 ト と の と 動し る。 
２ 生 に 、 を し、

ト と 動した 教育に 組 で る。 
２ 生 全 する、学校 地 研究 で 、

の職 を担当者とし し、 発やメディア の 成を 、課

力の育成を た。 
地 との協働に る 究 学 を する メ トの 進  

発等 、学校 （生徒、教職 、 、部活動、学校 事等）と
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学校外（地 外の教育 、 、大学、Ｎ 、メディア等）を 果 学

活動を する を担 る。地 協働学 、 発等

と の者を指名し 、学校の を地 の （ ）と る で

、地 の を学校の （ ）と る の ディ ト を担

る。 
さ に、 との も のこと、 の地 こし協力 との も め、

ト を 、 した事 を で た。 に 教育 学

校 の ディ と することで、本校と 学校の 究活動 動し、
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発等 と高校で した や指導 画に し、
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研究 発を主とし 担当する職 ２ と 発等 （地 協働学
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る。 
大学や研究 との  

教育のデ 化と で、 トに る の

、 地の に る した。 た、 トで も、 の

活動 に さ 、 Ｔ の で 、 を する も

生 も ト の 力 た。 
（２）地 と した 育成 

地 育成の メ ト の 画 
本事 の ア するものの、 の 学校 協議 に

る。学校 協議 で 、地 育成 の と教育課 の

を 、地 育成の メ ト の 画を し 仕組みを

構築で た。 
外部 に る高校生 の 指導 

究の に を導 したことで、地 育成に地 指導で る

を すること で た。 
（３）地 の 構 の 化に  

本事 当 に、 職と に るもの と を め、 職

と し もの と た 発 を する 、 の に も

を導 せる力を 育成を た。 に 、高校

の地元 の を る指 を した。 したものの、

の 成 で た。この指 に し 、 組を すること 、

の 組にも させ 。 
ト 

 
１２ の課  
（１） 究活動のさ る  

を導 することで、生徒の に た研究 担 さ る に た 面、

の の活動 化し、生徒 で研究 を模索し 進め ことで、 に

る み た。この のために、 の研究に る地 を や

すことと、研究の進め を する全 の を た 。 
（２） ディ ト の  

元 氏に ディ ト の大 を担 た た 、 に すること

に 安を すことに る。 、 本県 し する、 イト イ

の指 を活用することで、 の に ディ ト を担 た 仕組み

を構築する。 に 、 の地 こし協力 と の の組 に ディ

トを し、生徒 の指導 で 、本校職 との活動に を 仕組みを 立し
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大学職 との で 、大学生と高校生の の仕組みも 立させた 。

のためにも、高校生 、外部と に るための を に 、 の

ディ トで研究を進めること で る にする。 

（ア） ト生徒  高の に る 教育  
で 高 の 教育 に 組 で 、 全 の 学校

で の 成を 究の で る。 
ト生徒 事 、 学校に本校生徒を し、高校生 の成

果を元に 学生にア イ をする 、 で を研究で る

さ る。 
（イ）学校 地 の ディ ト ア の 強化  

本事 の 組に 、生徒の課 発 課 に地 の力を る 面

さ た。 に、地 高校生に力を し し と さ る も

し る。 、 ィ に る学校 協議 に

も、 、 課 や に する 、

で も し た。本事 で 全 、 の とし で

ることで、 を やす る。 
この 、学校と地 の を たすために、 ディ

に ア の ディ ト 強化に 組 。 
成果の に  
（ア）生徒の成果発 に る  

. 本校 生徒 発 の 。 

. Ｓ （ 本 イ ）生徒研究発 の 。 

. 生徒研究成果発 の  
（イ） 地 協働 の 成  

発等 、 組の を とした 地 協働 を

成し、 全 に 。 
 
１１ の進 成果  
（１）全校を の  

全校を を 進し、 や情報を に み 、 する力、 学

に 考 し活用する力、 を 生み す と力、 究力、の３

の力を に に させるために の 組を た。 
ト を めとする 究活動の  

地 課 の を３学 の で することで、 究 で

協働 の活動を、 生徒主 の研究を 地 の力 で、 化さ

た 究活動 で た。 究の で４ 高 を た生徒 、

課 . . 、情報 . . 、 . . 、 とめ

. . と た。（ 導 の 導 の ） 
学 指導 に る地 育成を 指した の 組 
地 育成 を活用した の 組に 、生徒た の成

に を る。 に る の６ と１２ を すると、 学

の 高 ３６ ３３ で し る。 た、 に た 研究の

も . . に し 、職 の も こと で る。

し し、 の を に すると、３６ ２３ で

化し 、 の 組を に させ 、 検討する

（ア） ト生徒  高の に る 教育  
で 高 の 教育 に 組 で 、 全 の 学校

で の 成を 究の で る。 
ト生徒 事 、 学校に本校生徒を し、高校生 の成

果を元に 学生にア イ をする 、 で を研究で る

さ る。 
（イ）学校 地 の ディ ト ア の 強化  

本事 の 組に 、生徒の課 発 課 に地 の力を る 面

さ た。 に、地 高校生に力を し し と さ る も

し る。 、 ィ に る学校 協議 に

も、 、 課 や に する 、

で も し た。本事 で 全 、 の とし で

ることで、 を やす る。 
この 、学校と地 の を たすために、 ディ

に ア の ディ ト 強化に 組 。 
成果の に  
（ア）生徒の成果発 に る  
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. Ｓ （ 本 イ ）生徒研究発 の 。 

. 生徒研究成果発 の  
（イ） 地 協働 の 成  

発等 、 組の を とした 地 協働 を

成し、 全 に 。 
 
１１ の進 成果  
（１）全校を の  

全校を を 進し、 や情報を に み 、 する力、 学

に 考 し活用する力、 を 生み す と力、 究力、の３

の力を に に させるために の 組を た。 
ト を めとする 究活動の  

地 課 の を３学 の で することで、 究 で

協働 の活動を、 生徒主 の研究を 地 の力 で、 化さ

た 究活動 で た。 究の で４ 高 を た生徒 、

課 . . 、情報 . . 、 . . 、 とめ

. . と た。（ 導 の 導 の ） 
学 指導 に る地 育成を 指した の 組 
地 育成 を活用した の 組に 、生徒た の成

に を る。 に る の６ と１２ を すると、 学

の 高 ３６ ３３ で し る。 た、 に た 研究の

も . . に し 、職 の も こと で る。

し し、 の を に すると、３６ ２３ で

化し 、 の 組を に させ 、 検討する

（ア） ト生徒  高の に る 教育  
で 高 の 教育 に 組 で 、 全 の 学校

で の 成を 究の で る。 
ト生徒 事 、 学校に本校生徒を し、高校生 の成

果を元に 学生にア イ をする 、 で を研究で る

さ る。 
（イ）学校 地 の ディ ト ア の 強化  

本事 の 組に 、生徒の課 発 課 に地 の力を る 面

さ た。 に、地 高校生に力を し し と さ る も

し る。 、 ィ に る学校 協議 に

も、 、 課 や に する 、

で も し た。本事 で 全 、 の とし で

ることで、 を やす る。 
この 、学校と地 の を たすために、 ディ

に ア の ディ ト 強化に 組 。 
成果の に  
（ア）生徒の成果発 に る  

. 本校 生徒 発 の 。 

. Ｓ （ 本 イ ）生徒研究発 の 。 

. 生徒研究成果発 の  
（イ） 地 協働 の 成  

発等 、 組の を とした 地 協働 を

成し、 全 に 。 
 
１１ の進 成果  
（１）全校を の  

全校を を 進し、 や情報を に み 、 する力、 学

に 考 し活用する力、 を 生み す と力、 究力、の３

の力を に に させるために の 組を た。 
ト を めとする 究活動の  

地 課 の を３学 の で することで、 究 で

協働 の活動を、 生徒主 の研究を 地 の力 で、 化さ

た 究活動 で た。 究の で４ 高 を た生徒 、

課 . . 、情報 . . 、 . . 、 とめ

. . と た。（ 導 の 導 の ） 
学 指導 に る地 育成を 指した の 組 
地 育成 を活用した の 組に 、生徒た の成

に を る。 に る の６ と１２ を すると、 学

の 高 ３６ ３３ で し る。 た、 に た 研究の

も . . に し 、職 の も こと で る。

し し、 の を に すると、３６ ２３ で

化し 、 の 組を に させ 、 検討する
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大学や研究 との  

教育のデ 化と で、 トに る の

、 地の に る した。 た、 トで も、 の

活動 に さ 、 Ｔ の で 、 を する も

生 も ト の 力 た。 
（２）地 と した 育成 

地 育成の メ ト の 画 
本事 の ア するものの、 の 学校 協議 に

る。学校 協議 で 、地 育成 の と教育課 の

を 、地 育成の メ ト の 画を し 仕組みを

構築で た。 
外部 に る高校生 の 指導 

究の に を導 したことで、地 育成に地 指導で る

を すること で た。 
（３）地 の 構 の 化に  

本事 当 に、 職と に るもの と を め、 職

と し もの と た 発 を する 、 の に も

を導 せる力を 育成を た。 に 、高校

の地元 の を る指 を した。 したものの、

の 成 で た。この指 に し 、 組を すること 、

の 組にも させ 。 
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１２ の課  
（１） 究活動のさ る  

を導 することで、生徒の に た研究 担 さ る に た 面、

の の活動 化し、生徒 で研究 を模索し 進め ことで、 に

る み た。この のために、 の研究に る地 を や

すことと、研究の進め を する全 の を た 。 
（２） ディ ト の  

元 氏に ディ ト の大 を担 た た 、 に すること

に 安を すことに る。 、 本県 し する、 イト イ

の指 を活用することで、 の に ディ ト を担 た 仕組み

を構築する。 に 、 の地 こし協力 と の の組 に ディ

トを し、生徒 の指導 で 、本校職 との活動に を 仕組みを 立し

た 。 
（３）大学生 地元 との 強化 

高校生 大学と る仕組み 立さ たので、 活発 を進めるとともに、

大学職 との で 、大学生と高校生の の仕組みも 立させた 。
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ディ トで研究を進めること で る にする。 
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で 高 の 教育 に 組 で 、 全 の 学校

で の 成を 究の で る。 
ト生徒 事 、 学校に本校生徒を し、高校生 の成

果を元に 学生にア イ をする 、 で を研究で る

さ る。 
（イ）学校 地 の ディ ト ア の 強化  

本事 の 組に 、生徒の課 発 課 に地 の力を る 面

さ た。 に、地 高校生に力を し し と さ る も

し る。 、 ィ に る学校 協議 に

も、 、 課 や に する 、

で も し た。本事 で 全 、 の とし で

ることで、 を やす る。 
この 、学校と地 の を たすために、 ディ

に ア の ディ ト 強化に 組 。 
成果の に  
（ア）生徒の成果発 に る  
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. 生徒研究成果発 の  
（イ） 地 協働 の 成  

発等 、 組の を とした 地 協働 を

成し、 全 に 。 
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の力を に に させるために の 組を た。 
ト を めとする 究活動の  
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た 究活動 で た。 究の で４ 高 を た生徒 、
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学 指導 に る地 育成を 指した の 組 
地 育成 を活用した の 組に 、生徒た の成
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果を元に 学生にア イ をする 、 で を研究で る
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本事 の 組に 、生徒の課 発 課 に地 の力を る 面

さ た。 に、地 高校生に力を し し と さ る も
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も、 、 課 や に する 、

で も し た。本事 で 全 、 の とし で

ることで、 を やす る。 
この 、学校と地 の を たすために、 ディ
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紙様 ５

． て する成 標の （アウト ）

g

（高校 業 の地 への定 状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）
単位：％高 学校 業 、地 で する生徒の割合（地 に関する指標）

本事業 生徒： 57.1% 65%(2021年度）

本事業 生徒 ： 36% 42% 41.9% 35.3%

目標設定の考え方：プ ジ ト学習 に取り組む とで、高 学校 業 、上天草で する生徒の割合を増加させる。

f

（ 業 に生徒が習 すべ 具体的 力の定 状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）

単位：％の課題 をプレ ンテーションし、 える とがで る生徒の割合（2018年度は、高校１・２年生の
による。 、 観的な システ を する。）

本事業 生徒： 69.4% 67.2% 78.5% 70%(2021年度）

本事業 生徒 ： 44% 48.5% 53.7%

目標設定の考え方：「 す」「 現する」プ ジ トに取り組む とで、 の課題 をプレ ンテーションし、 える と
がで る生徒の割合を増加させる。

e

（ 業 に生徒が習 すべ 具体的 力の定 状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）

単位：％他者の をし り 、理 で る生徒の割合（2018年度は、高校１・２年生の による。 、 観
的な システ を する。）

本事業 生徒： 85.5% 88.2% 96.8% 90%(2021年度）

本事業 生徒 ： 86% 88.5% 91.0%

目標設定の考え方：「 」プ ジ トに取り組む とで、他者の をし り 、理 で る生徒の割合を増加させる。

（ 業 に生徒が習 すべ 具体的 力の定 状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）

単位：％、地域のた に したいと考え、 動する生徒の割合（2018年度は、高校１・２年生のアンケート結果に
よる）

本事業 生徒： 87.1% 76.5% 84.4% 75%(2021年度）

本事業 生徒 ： 51% 59.7% 62.7%

目標設定の考え方：プ ジ ト学習 に取り組む とで、 、上天草のた に したいと考え、 動する生徒の割合を増加
させる。

目標設定の考え方：プ ジ ト学習 に取り組む とで、上天草の課題を発 し、 に向けて 的に取り組む生徒数を増加
させる。

80%(2021年度）

本事業 生徒 ： 66% 66.2% 67.2%

c

b

（ 業 に生徒が習 すべ 具体的 力の定 状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）
単位：％本校の取組によ て、地域の新たな魅力を 発 した生徒の割合（2018年度は、高校１・２年生のアンケート結

果による）
本事業 生徒： 93.5% 88.1% 88.3% 85%(2021年度）

目標設定の考え方：プ ジ ト学習 に取り組む とで、上天草の新たな魅力を 発 した生徒数を増加させる。
（ 業 に生徒が習 すべ 具体的 力の定 状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）

単位：％地域の課題を発 し、 に向けて 的に取り組む生徒の割合（2018年度は、高校１・２年生のアンケート結
果による）

本事業 生徒： 93.5% 90.8% 90.9%

本事業 生徒 ： 75% 85.4% 83.6%

82% 86.9% 86.6%
a

（ 業 に生徒が習 すべ 具体的 力の定 状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）
単位：％地域に魅力を 、 を つ生徒の割合（2018年度は、高校１・２年生のアンケート結果による）

本事業 生徒： 96.8% 91.6% 91.5% 90%(2021年度）

本事業 生徒 ：

目標設定の考え方：プ ジ ト学習 に取り組む とで、上天草の魅力を 、 を つ生徒数を増加させる。

地域との協働による高等学校教育改革推進事業 目標設定シート

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 目標 ( 年度)

りがな もとけ りつ さ と が
指定期間学校名 本 上天草高 学校

9

（４）ＳＮＳや動画サイトを活用した情報発信の模索 
生徒の研究成果を発信することで、外部との協働を促進させるとともに、本校の魅力発

信強化のため、ＳＮＳや動画サイトの活用を検討する。地元メディア等と協議し、安全面も

考慮した仕組みを構築する。 
 

 
【担当者】 
担当課 教育庁県立学校教育局高校教育課 ＴＥＬ ０９６－３３３－２６８４ 
氏 名 清本 大介 ＦＡＸ ０９６－３８４－１５６３ 
職 名 指導主事 e-mail kiyomoto-d@pref.kumamoto.lg.jp 
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．地域人材を育成する としての活動指標（アウトプット）

k

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／年毎の調査研究に する大学教員 の 部指 者による指 回数（ 指 及び 隔設 を用いた指 ）

5回 16回 23回 10回(2021年度）

目標設定の考え方： 毎の調査研究に する大学教員 の 部指 者による指 を年１０回実施する。

j

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：本／年毎の調査研究の本数

1本 1本 1本 1本(2021年度）

目標設定の考え方： 毎の調査研究を年１本発 する。

i

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／年研究成果発 会の回数

1回 1回 1回 1回(2021年度）

目標設定の考え方：研究成果発 会を年１回実施する。

h

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標） 単位：回／ 学
年プ ジ ト学習の回数

15回 25.5回 19.6回 10回(2021年度）

目標設定の考え方：プ ジ ト学習を 学年１０回実施する。

g

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／年高大 研究の回数

0回 0回 1回 1回(2021年度）

目標設定の考え方：高大 研究を年１回実施する。

f

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／年上天草市に関する地域理 の回数

6回 4回 4回 5回(2021年度）

目標設定の考え方：上天草市に関する地域理 を年５回実施する。

e

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標） 単位：％／授業
回数テーマに た研究授業の回数

0.3% 0.07% 4.1% 5%(2021年度）

目標設定の考え方： 研究テーマに た研究授業を授業回数の５％実施する。

d

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／学期コミュニティ・ス ールにおける学校 協 会の回数

１回 1回 2回 0.66回 1回(2021年度）

目標設定の考え方：学期１回の学校 協 会を実施する。

c

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／月研究 進 員会の回数

0.66回 1回 0.41回 1回(2021年度）

目標設定の考え方：月１回の研究 進 員会を実施する。

目標設定の考え方：年２回の 指 員会を実施する。

b

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／学期研究 者会の回数

2回 2回 1回

a

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／年指 員会の回数

2回 2回 2回 2回(2021年度）

2回(2021年度）

目標設定の考え方：学期１回の研究 者会を実施する。

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 目標 ( 年度)

11

l

（その他本構想における取組の 成目標） 単位：％
事業参 地域
の

本事業（現在の本校の取組）が地域の をもた すと考える地域 の割合（2018年度は一部の事業参 地域
による）

本事業 地域 ： 83.3% 85.7% 87.7% 80%(2021年度）

本事業 地域 ： 73%

目標設定の考え方：地域との協 を進 る とで、本事業が上天草の をもた すと考える地域 の割合を増加させる。

k

（その他本構想における取組の 成目標） 単位：％
事業参 地域
の

上天草高校のカリキュラ が魅力的だと考える地域 の割合（2018年度は一部の事業参 地域 による）

本事業 地域 ： 87.5% 89.1% 92.9% 80%(2021年度）

本事業 地域 ： 73%

目標設定の考え方：地域との協 を進 る とで、上天草高校のカリキュラ が魅力的だと考える地域 の割合を増加させる。

j

（その他本構想における取組の 成目標） 単位：％
事業参 地域 の

上天草高校の教育内 を理 している地域 の割合（2018年度は一部の事業参 地域 による）

本事業 地域 ： 86.3% 86.6% 84..4% 85%(2021年度）

本事業 地域 ： 76%

目標設定の考え方：地域との協 を進 る とで、上天草高校の教育内 を理 している地域 の割合を増加させる。

i

（高校 業 の地 への定 状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）
単位：％高 学校 業 、高 教育機関へ進学し、 地 に て 業したいと考える生徒の割合（進学 者に関す

る指標）
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本事業 生徒 ： 23% 33.8% 34.1%
目標設定の考え方：プ ジ ト学習 に取り組む とで、高 学校 業 、高 教育機関へ進学し、 地 に て 業した
いと考える生徒の割合を増加させる。

h

（高校 業 の地 への定 状況を測るものとして、管理機関において設定した成果目標）
単位：％高 学校 業 、地 で 業したいと考えている生徒の割合（ 者に関する指標）

本事業 生徒： 64.9% 60.0% 72.3% 60%(2021年度）

本事業 生徒 ： 20% 39% 51.5% 46.3%

目標設定の考え方：プ ジ ト学習 に取り組む とで、 、上天草で 業したいと考えている生徒の割合を増加させる。
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．地域人材を育成する としての活動指標（アウトプット）

k

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
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2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 目標 ( 年度)
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３．地域人材を育成する地域としての活動指標（アウトプット）

調査の について
１ 生徒を とした調査について

f

（その他本構想における取組の具体的指標）
単位：事業所の実習 に る事業所 の数(2020年度はコ イルスの で実習中止とな た事業所も む数 )

１ 事業所 ２０事業所 16事業所 16事業所 13事業所 22事業所(2021年度）

目標設定の考え方： の実習 に る事業所 の数を増加させる。

e

（その他本構想における取組の具体的指標）
単位：人上天草バ ールにおける協力者、 者数

１ ０人 １ ５０人 1 856人 1 092人 1 350人 2 100人(2021年度）

目標設定の考え方：上天草バ ールにおける協力者、 者数を増加させる。

80人(2021年度）

目標設定の考え方： （想定）× ５名（ 、 業 、 政 部 ）× ２回

d

（その他本構想における取組の具体的指標）
単位：人地域 の研究成果発 会への参加数

30人 0人 0人 100人(2021年度）

目標設定の考え方：地域 の研究成果発 会への参加を増加させる。

本事業 生徒数 137 73 0

本事業 生徒数 68 127 173

2回 6回(2021年度）

全校生徒数（人） 216 205 200 173

10人(2021年度）

目標設定の考え方：地域 の ２名× ５回

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

c

（その他本構想における取組の具体的指標）
単位：人プ ジ ト学習の り合いへの参加数

36人 ０人 0人

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 目標 ( 年度)

目標設定の考え方：コン ーシア を年 回実施する。
（その他本構想における取組の具体的指標）

単位：人地域理 の 数

12人 5人 6人

a

（地域人 を育成する地域としての活動の 進状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／年コン ーシア の活動回数

5回 4回

13

w

（その他本構想における取組の具体的指標）
単位：％本事業（現在の本校の取組）が魅力的だと考える生徒の割合（2018年度は、高校１・２年生のアンケート結果に

よる）
81% 91.4% 93.4% 94.8% 85%(2021年度）

目標設定の考え方：本事業が魅力的だと考える生徒の割合を増加させる。

v

（その他本構想における取組の具体的指標）
単位：％本事業（現在の本校の取組）が魅力的だと考える保護者の割合（2018年度は一部の保護者による）

81% 86.5% 88.1% 93.6% 85%(2021年度）

目標設定の考え方：本事業が魅力的だと考える保護者の割合を増加させる。

u

（その他本構想における取組の具体的指標）
単位：回／年観光協会が所有するキッチンカーによる、開発した商品の販売回数

１回 0回 1回 1回 2回(2021年度）

目標設定の考え方：観光協会が所有するキッチンカーによる、開発した商品の販売を年２回実施する。

t

（その他本構想における取組の具体的指標）
単位：本／年高校生による天草ＣＡＴＶ（天草地域のケーブルテレビ局）での番組制作本数

０本 ０本 0本 0本 0本 1本(2021年度）

目標設定の考え方：上天草の魅力を発信する番組を制作する。

s

（その他本構想における取組の具体的指標）
単位：回／年上天草市報の広報特派員の取組による紙面掲載回数

５回 ５回 5回 5回 5回 5回(2021年度）

目標設定の考え方：上天草市報の広報特派員として、隔月毎に紙面を作成する。

r

（普及・促進に向けた取組の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／年研究開発実施報告書の作成回数

1回 1回 1回 1回(2021年度）

目標設定の考え方：研究開発実施報告書を年１回作成する。

q

（普及・促進に向けた取組の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／週本取組専用HP開設および更新回数

0.6回 1.29回 0回 1回(2021年度）

目標設定の考え方：研究開発へ取り組む様子を確実に記録に残す。

p

（普及・促進に向けた取組の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／年全国サミットへの参加回数

1回 2回(Web) 1回（Web) 1回(2021年度）

目標設定の考え方：全国サミットに年１回参加する。

o

（普及・促進に向けた取組の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／年国内大都市及び地方都市におけるマーケティング調査及び販売実習の回数

０回 ０回 1回 0回 0回 1回(2021年度）

目標設定の考え方：国内大都市及び地方都市におけるマーケティング調査及び販売実習を年１回実施する。

n

（普及・促進に向けた取組の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：回／学期ＩＣＴを利用した隔地者間のコミュニケーション（ＷＥＢミーティング、ＷＥＢディスカッション）の回数

０回 0回 1回 1回 1回(2021年度）
目標設定の考え方：ＩＣＴを利用した隔地者間のコミュニケーション（ＷＥＢミーティング、ＷＥＢディスカッション）を学期１
回実施する。

m

（普及・促進に向けた取組の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：本／年高校生ビジネスグランプリへの応募（日本政策金融公庫主催）本数

０本 ０本 17本 （グランプリの中止） 34本 5本(2021年度）

目標設定の考え方：高校生ビジネスグランプリへの応募（日本政策金融公庫主催）する本数。

l

（地域課題研究又は発展的な実践の実施状況を測るものとして、管理機関において設定した活動指標）
単位：人／年本校生徒を「エキスパート生徒」として授業に参加させ、起業家教育における課題研究についてアドバイスする

延べ人数
31人 40人 6人 20人(2021年度）

目標設定の考え方：５校×生徒２名×学期１回×２回（２、３学期）
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３．地域人材を育成する地域としての活動指標（アウトプット）
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 研究 発の 要 

研究 発  

「 と もの の 」上 で を り くリー ーの育成 

育てたい人材  

上 を り く し、 りに い、愛する人材 を として  

新しい上 創 のために し、支える人材 

 

上 と の の のため学 続け、 を い続ける な人材 

学 に う 、人間  

 

に に対応できる地域人材を育成するため、すべての教 で学 の

となる「 く」「 す」「 する」 を めるプロ クトを う。これ の を

に え、地域や 学 と した学校設定 である「上 プロ クトⅠ、Ⅱ、

Ⅲ」「地域 業研究」「地域イ ー 研究」を としたカリキ ラム 発を い、

「 と もの の 」上 で を り くリー ーの育成を う。その 、

上 内 が して している 業 教育を きな とし、 続 な地域

の発展を に、 な を し結 け、 業する人材が となり、地域 の

の変 をもた し、 業構 の変 に なげることをも としている。 外

に いても地域との を し、「地域の の 学 」である上 校の

を し、地域 の や を 、 に けて に する

人材を育成していく。 

としているのは、人 が する で 業が し、「 職とは に われる

もの」という の い地域に変 をもた し、「 職とは 業して り くもの」

という新たな発 を するな 、 の にあっても な対応 方 を導き

せる を 人材育成である。地 上 と し、 が地方創

を して める「地域の を した地域 」、「 業 教育を た人

材育成」、「 業や に る 業 」 の も い、本校に ける 業 教

育やイ ー 教育 の学校設定 を て、地域 の愛 と りを め、地域

の新たな を り ける人材育成を いたい。 

は、 い 学や研究 との 、 業や 業、 業、 業 のも

を るためにも な視点を い、 校を げて、「学 に う 」、「

して く 」、「 の にも対応できる 、 、 」を

める 業 を し、 の３ の を 点 に に けさせる。 

や を に み き、対 する  

学 に し する  

を け み す と 、 究  
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年 は、 地域の を し、 で「地域 」

を する。これは「 と し と創成 」「６ 業 とブラ

ィ グ」「 」な 、上 の と を く ることが である。そ

の後、「 」として、「 スプラ を く う」「 続 な

づくり」を し、グロー ルな視点で、 、 事として に取り組

を に けることを としている。 

６ に ３年 の成 発 を き、地域 の スプラ の 要

を した上で、 を する。この は 年 の６ で する事に

なるが、 れ学年 で を することもある。 

成 の発 として、 に スプラ グラ プリ の応 、 と 年

６ の成 発 を設定し、それ 外は、 たは 研究 での になる。

間で スプラ グラ プリに応 させることは、 年 だけのグル

ープにとっては しい で、応 としては な が いと る。

し し、その さは「 し 」であり、「 てて」「 に」学 ので

はなく、「やってみて」そして、「 していく」ことで研究を めていくことを

している。 

年 の６ に成 発 を った後、新しい し、 年間 っくり

と 究 に取り組み、３年 の６ の成 発 後は、研究の成 を論 に

とめるというのが なスケ ールである。 

 

イ に る 究 の仕組み 

は に応 て、いく の の と を し、研究グ

ループ構成は上 人というルールだけ設定し、 人でもできる うにするこ

とで、 の に応 た研究を めることができる。 人での研究で

されるのは、 上での べ学 になり「 」「 視」が 成できな

17

３  研究 発の  

 な 究の時間 学校設定  

上 プロ クト 

な 究の時間の代 として、 年 「上 プロ クト 」、 年 「上

プロ クト 」、３年 「上 プロ クト 」を 学 で 。 

テーマ「地域 の スプラ 」

上 プロ クトに ける 究 は、３学年 で「地域 の ス

プラ 」とした。 

スプラ の創 発 を り しなが き上げることで、

究 な学 時時間の「 究 」「 」「 視」という を 成すると に、

学 な研究と 会を結 、 な けを できる うにしている。 た、

地域 の イ が、「外部 の 援 」 りの「 時 」な で終わ

るのではなく、 続 な地域 として き上げることで、 スとし

て成 させることを としている。 

 

に る 究の

事業 は、 学年 の時間 内 で上 プロ クトを していた。

の は、 年 に地域人材に る「地域 」を に い、上

の を し、 を発 する を うことに 点を いていた。 年

テーマ の グループに れてプロ クト学 を本 させるものであった。

し し、学年 の では、 く い内 にな るを 、 の

を させることができないと る うになった。 

そこで、上 プロ クトを 時間に い、学年の を えた、 を導

することにした。 

 

のスケ ール 

・ リ

活動

活動

活動

活動

成 業 育の
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い事だが、「地域との 」を必 とすることで対応している。 

職員は った の人 に応 て し、今年は 人に き

職員 人を することができた。 職員は、 の に り、 イ

スを えることが な である。 職員が できない は、

ー ィ ー ーに する。 ー ィ ー ーは、 ー ムの ク

を しなが 、必要な人材 を する。 職員は、 ー

ィ ー ーの 言をもとに、外部人材を したり、 に を り した

りして、研究の をサ ートする。 職員は、 ールを設定したり、 の

にレールを いたりするのではなく、 を支え、 に しみなが 研

究するといったイ ー を っても いたい。 

この仕組みの導 は、 職員に は必要なく、「職員の守備 」とい

う に われない な研究が されるというのが いである。これは、

職員の にも ながると えている。 

としては、指導 も ールもはっきり教えることができないという

が で、その 、 に の研究に わ 、 れたとこ

めているだけの も な いることである。「教える」「 ール

でのレールを く」ということだけが、教 の ではないことを 発するこ

とで していきたい。 

には、 にその に のある外部人材を し、

な指導や ー ィ ートを せたい。あるいは、外部人材と 校 が

間 するプロ クトを、 として したいと えている。地域の人

材が地域の を「 」「継続 に」指導できる仕組みに きを けていきた

い。 

 

地域 な に

上 プロ クトでは、必要な を に ていくことができるが、 業

で 員に えた方が な内 もある。その うな内 に いては、 年 の

学 を に「地域 」や「 」として、カリキ ラムの に取り

んでいる。 の は しいが、できるだけ 人やグループでの

時間を するために内 の に めている。 

本年 した、 年 対 の は の りである。 

 

地域 「 と し と創 に いて」 

    ：上   地方創     

 

イ 地域 「上 の６ 業 とブラ に いて」 

    ：上  業      
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       上  業 るさと 業      

       上  業 るさと 業  事 上   

 

地域 「上 の に いて」 

    ：上  もてなし    人  

 

エ 「 スプラ を く う 」 

    ： 本  熊本創業支援 ー  

上 代     

 

「 続 な づくり」 

「 づくり」と言わない づくり  

    ：熊本 学 熊本創 構 教   人  

 

カ 地域 「地域を せる 員の仕事」 

    ：上      

 

ロナ に り を した取組 

年 新 ロナ イルス に したが、 は を した

取組のう 、 に が いと われるものがある。今後、 の が

れる方 を すべき は の取組みである。 

 

地域 との り い 

が地域の に づき、その を 究するため の とし

て 。地域の方た と り う で、地域の や地域の いを み取る事

その の育成を とする。 

 

イ での 、 、研 会 な  

年 は、 での を 。 た、 学

ニティ イ 学 ムに するな 、上 の外に

て を け ることは の成 に がった。 
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    ：熊本 学 熊本創 構 教   人  

 

カ 地域 「地域を せる 員の仕事」 

    ：上      

 

ロナ に り を した取組 

年 新 ロナ イルス に したが、 は を した

取組のう 、 に が いと われるものがある。今後、 の が

れる方 を すべき は の取組みである。 

 

地域 との り い 

が地域の に づき、その を 究するため の とし

て 。地域の方た と り う で、地域の や地域の いを み取る事

その の育成を とする。 

 

イ での 、 、研 会 な  

年 は、 での を 。 た、 学

ニティ イ 学 ムに するな 、上 の外に

て を け ることは の成 に がった。 
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テ の    発   

 

発の成  

今年 の 発に いては、上 ールで する の 仕 をテ

ーマに設定した。 が新 を し、 業を す。 業と し

て を り、上 ールで するために仕 を う を った。 

地点 で 人 職員や 業 が ー ィ ートした 発ではなく、

導で することが いで、上 ールでの に り ないグル

ープが てくることも 定していた。 、 グループ グループは、 に

でこ けることができな った。 

た、 のグループが の の さや 点を指 され、 な 変

を なくされた。 り りの 、「 の の さを た。」や「 の

えを に えることの しさを た。」「 なとこ で える が必要。」

「 スの でも する ニケー を に けたい。」「 の

会があれ 、もっと い を る 」といった が 、 の が を成

させると した。 

発  

 内   

    ーグラスの ク サリー こ カフ   

レ  フルー り   

上 の い  の りキー ル ー フラ ー ップ とが  

ナ  の ーナ  いさなケーキ  ｍ ｍ  

の ケーキ の ケーキ づくりケーキの  あにす 

イ こ の ーナ  ここ  

フロラ  を ったフロラ  ローム 

ｍ  の ケーキ や   

ラ さ いもの き   
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地域 業研究 

年 ース グローカル ース に いて で 。 

内

「地域に ける 業」をテーマにし、上 プロ クト り 定 な を設

定し、 に るレクチャーを けなが に取り組 こと

で、 り な発 で 究 を させるための を う。 

には、「 の 発と 」「 ブ ー の と イ 」「 テ

の 」を、 に る 業 業との を する。 に

発に いては、本校の 「上 ール」に ける を に、

の 、 業の 、 に取り組んだ。 
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方に を していただいた。 後は、 の の内 に する

レ ート たは 論 を していただいた。 

 

「 と上 」 

    ：上  地域 こし     

       年 外 として フリカの で した  

 

イ 「 の と 会 」 

    ： 会  部 

新 エ スト 本   

 

「 業 教育 校 の さんに えたい のこと 」 

    ： 会 イ ステラ 代 取     

       会 イ ステラ 代 取         

 

エ 「あなたは、地域をもっと きになる り た地域愛とは 」 

    ： 学 学 教  本   

       みあ くさフィルム ッ       
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地域イ ー 研究 

３年 ースに いて で 。 

 

内

本 や 業 の 、 内外のイ ー の事 に いて を め

ると 時に、 や発 を う。 

校内での と したレ ート 論 の 成を とした 。 に い

ては校内の教 はもと り、 ー ムを て 定した、 学の 方や地

な の外部 も する。 

 

時期 内容 内容詳細 

４月 
基礎講座 1 【 小論文の書き方１ 】 

基礎講座 2 【 小論文の書き方２ 】 

５月 
小論文課題 1 【 廃棄物と社会的責任１ 】 

小論文課題 2 【 廃棄物と社会的責任２（提出） 】 

６月 

先進出前講座 1 【 食糧問題と上天草 】 

小論文課題 3 【 食糧問題と上天草１ 】 

小論文課題 4 【 食糧問題と上天草２（提出） 】 

７月 

基礎講座 3 【 高校生の就職活動 】 

小論文課題 5 【 高校生の就職活動のルールの是非１ 】 

小論文課題 6 【 高校生の就職活動のルールの是非２ 】 

９月 

基礎講座 4 【 企業の資金調達 】 

先進出前講座 2 【 金融の役割と社会的意義 】 

小論文作成 1 【 私の考えるクラウドファンディング１ 】 

10 月 

小論文作成 2 【 私の考えるクラウドファンディング２ 】 

小論文作成 3 【 私の考えるクラウドファンディング３ 】 

基礎講座 5 【 人口減少と関係人口 】 

先進出前講座 3 【 起業家教育～高校生の皆さんに伝えたい 3 つのこと～ 】 

11 月 
レポート課題 1 【 自己分析１ 】 

レポート課題 2 【 自己分析２ 】 

12 月 
レポート課題 3 【 自己分析３（提出） 】 

基礎講座 3 【 上天草を支えるチカラ 】 

1 月 先進出前講座 4 【 ～映像作りから見た地域愛とは～ 】 

 

がグロー ルな視点 上 を めることができる う、 な の
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３ 継続 な 続 なカリキ ラム マ ト  

本校に ける、人材育成のルーブリックは、 に の成 を るためのもので

はなく、地域と学校が で育成する「地域人材」の な を して

いる。「上 を愛し、支え、 を い続ける」という地域人材 は、 きな

として 続けたい。し し、その な は、 して なものではな

く、時代や地域のニーズに わせて変 するものだと える。したがって、人材育

成のルーブリックや人材育成の方 も変 させる必要がある。 

に すのが、人材育成のルーブリックを したカリキ ラム マ ト

の れである。 

 

ルーブリックの 言  

ルーブリックを校内外で し、地域人材育成の な にする。 

指導 の  

部 教 でルーブリックを に指導 の 。 

業の  

指導 に沿った 業の 。上 プロ クトで と地域の 。 

 

職員に る、 業 での 応えや の変  

に る、ルーブリック を った  

外部人材に る、上 プロ クトで の  

 

研究 委員会で、 が発 できていない を 論 

ー ムで、 に りない の い し 

ルーブリックの し 

ー ムで、 を えたルーブリックの し 

研究 委員会で、 な育成方 の  

 

「上 プロ クトという の 」と「 の 業というトレーニ グの 」、

さ に「 に る 」をルーブリックという で し、「 め れ

る が発 できている 」「 りない はない 」をその内 を新たなル

ーブリックに とし 事で、 え間ないカリキ ラム を 指している。 

「 な 究の時間」と「ルーブリックの 」が となって、地域人材育

成のカリキ ラム マ トを うという えである。 

ルーブリックを「地域と して」、「時代に わせて き上げる」という仕組み

を くり、学校と地域が「 して」「継続 に」人材育成に取組める うにしたこ

とが、 りの成 だと える。 

25
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 「 く」「 す」「 する」プロ クトに るカリキ ラム マ ト  

地域人材としてだけでなく、 サエティ に に対応する人材として必要

な、「 く 」「 す 」「 する 」に いて、 教 で取り組 業 のプ

ロ クトである。これは、 業 の だけでなく、地域人材育成という に

学校 で取り組 ための仕組みを くる みであり、地域人材育成のためのカリキ
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ルーブリック の必要 を く たのは、学校 委員会の 論がきっ けで

あった。本校は 校と べて うなの という 、 め れた指 は「

」や「 」であった。 校での人材育成を る 、校外の方た と でき

る指 言 が や だけではいけないと た。 時 人

材育成の は していたが、 に けていたことで、 な人材育成

の方 に で、 論を り げることができていな った。 

 

「やれること」を めたルーブリック  

事業 年 にあたる 年 に取り組んだのが、地域人材育成のルーブリ

ックを トム ップで 成することであった。 

、 ー ムで な「地域人材に め れる 」を した。そ

の後、校内で、それ の 育成に 部 教 で ができる え指導 を

。 教 の のいわ 「 」を 、 、 プルな言 でルーブ

リックに とめた。 成したルーブリックは、校内外で され、 言 として、

な人材育成の として されている。 
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を り んでみる。 発ではない のイ ー ップや の うな人材育

成が 。」という 言がなされた。この 言をい く したのも ー

ムの構成組 であった。 の な事業の に、 校 の する 面を創

していただき、 地 発プロ クトや 年 事業な

に が した。 なプロ クトの、いわ の に ことにな

った は、必要な を に し、 と を べる うになるな の成

をみせた。 
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ケ ールや が された、 ではない たり な となり、 が

に くための さえ な ないという を えていた。 た、学校

会は、学校 を して ていただくことが く、人材育成の な

方 論には み めていな った。 

これ の を するために、新たに上 ー ムを組 し、

地域人材を地域と して育成するための仕組みづくりに取り組んだ。これは、

部の が 業の として、 の を させる を、予算 な

けを って することができる うにしたいという、学校 会の いを

にしたものである。 

 

構成組  

ー ムを組 するにあたり、本事業に するという 点だけでなく、取

組の継続 を する必要 、学校 会の委員と する方を く

している。 時に、 地域には 学がないこと 、県内で な学部や

ット ークを している 学に していただいた。 
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でも継続しているグループもある。 

 

地域人材 と 校に取り  

学校の でも、地域人材との が 視されて り、 学 も外部人材

との がりをたくさん っている。その には、 校 のキー ー となる人材

や本校との がりがない人材も くいる。 の を て、それ の人材と

がることで、 校の にも がりができている。 

 

３ 学 校の に る  

学 と 校 が の に取り組んでいるので、エキス ート と称

して、 校 を 学校に し、 学 に イスをする 会を っている。

人に教えるという は、 校 に きな成 をもた している。 

た、 学 の 発した を、本校の 「上 ール」で

する も っている。上 ールは、 の い が く、 学校の

な とは った を って することになる。 

 

 その  

の と 続きの  

本校の 事 は に しい。さ に、上 は、 い に 業や

設が点 している。校外の に が する の ックとなっていたのが、「い

に、その で り く 。」であったと言える。 

本事業では、 をフィール ーク に り すことを 視していること 、

が校外で するための予算の と、 続きの を めた。 た、外部

人材を ストティーチャーとして、 く 続きも を整備することで に え

る うにした。 

 

研究と 会とを 業教育 

本校の 究 を イ するとき、 すことができな ったのが な視

点である。地域 を する 、 を必要としない は ない。その

を ラ ティ や な に る は、せっ くの地域 が 続きし

ない。 を 続 なものにするには、 な が必要である。 た、

研究 で研究を うとしても、そこに予算の は き とうは である。 

究 を学 の に めるのではなく、 会との 点として な視点

を取り れることが必要だと えた。この点で、本校の取組に必要 であった

のが 業教育である。本校の うに、 に いても 業 を することは、

校という学 の と 会を 、 な後 しになると した。 

29

ハ の継

の り、 ー ムで た ハ は、学校 会で継 する。学

校 会では、この ハ を し、学校のカリキ ラム マ トに

に していただきたいと えている。「地域のチカラで、地域人材を育てる」

ために、 な 言と した を している。 

 

ー ィ ー ー 

本校では、本事業で設定されている「カリキ ラム 発 」と「地域学

支援員」を 人 に っていただいている。事業 時、地域 こし

として上 で していた、  である。 は地域 こし を

業され、上 で 業 代 取 としても されている。 

の に いて とめると、 のことが げ れる。 

 で職員 「 」と れる  

 究 に ける ー  

 外部との イプを 、 な人 で外部人材を発  

に で べた うに、 は 「 」と しみを めて れ、

学校の内 で していただいた。 の は、 さに「 いとこ に が

く」ものであり、学校の と外部の事 を した上で、教育 に して

いただけた。外部の視点を った人材が、学校の内 で することが、 れ

である ることができた。本校の取組がここ で できたのは、

の に るものが きいことに間 いはない。 

し し、 に した取組に終わってし っては、 続 な取組とは言え

ない。今後は の を の人材に っても える う、 の人材が時間

に って できる仕組みを している。 

 

 上 に ける の 業 教育 

上 では、「 業 教育を した地域の い 育成事業」として 学校で

した 業 教育を している。この上 の 業 教育は、本校の取組と し

て り、 学 も「 な 究の時間」で スプラ の 成を っている。上

の 業 教育と本校の取組の が できる。 

 

「 スプラ の 成」で継続 な研究が  

教育 を 成する上で、 な 究の時間に く時間は れている。し

し、 学校と 校で「 スプラ の 成」という テーマを設定することに

り、 の研究を継続 させることができる。 時に、上 が める

業 教育の にも ながる が できる。 、 学校での研究を 校
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学校の内 で していただいた。 の は、 さに「 いとこ に が
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いただけた。外部の視点を った人材が、学校の内 で することが、 れ
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 上 に ける の 業 教育 
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教育 を 成する上で、 な 究の時間に く時間は れている。し

し、 学校と 校で「 スプラ の 成」という テーマを設定することに

り、 の研究を継続 させることができる。 時に、上 が める

業 教育の にも ながる が できる。 、 学校での研究を 校
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教科 科　　目 標準単位 文 理
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＊上天草プロジェクトⅠ 1 1 1 1 1 1

＊上天草プロジェクトⅡ 1 1 1 1 1 1 1

＊上天草プロジェクトⅢ 1 1 1 1 1 1 1

＊ 地 業 研 究 1 1 1 1 1 1 1

＊地 ーション研究 1 1 1

特別活動 ホ ー ム ル ー ム 活 動 1 1 1 1 1 1 1 1 3 3 3

32 33 33 33 32 33 33 97 99 99
＊は学校設定科目

※

※

※ ２学年理 コースの数学Ⅲの学 は数学Ⅱの の学 を した 。

※

0,2

上
天
学

合　　　　計 33

0,2

専　門　教　科　計 3,5 0,2

福祉 コミュニケーション技術 2～4 ●2

0,2

家庭
子どもの発達と保育 2～6 ●2 0,2

生 活 と 福 祉 2～6 ★2

プ ロ グ ラ ミ ン グ 2～6 ●2

★2ビ ジ ネ ス 情 報 2～6 0,2

★2

3

0,2

2

各 学 科 共 通 教 科 計 25,27 27,29

商
業

ビ ジ ネ ス 基 礎 2～ 3

2 2

広 告 と 販 売 促 進 2～4

英 語 表 現 Ⅰ 2 ●2 2 1

情報 社 会 と 情 報 2 2 2

家庭 家 庭 基 礎 2 2 2 2 2 2

4

4 4 4

2 2 0,2 4 3

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅲ 4 5 45 4 4

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅱ 4 4 4 4

3 3 3

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅰ 3 3 3 3 33

書 道 Ⅲ 2

外
国
語
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2 0,2
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0,2
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0,2

芸
術
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1 1

音 楽 Ⅲ 2
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2 2 8 7 7

体育 保 健 2 2 2 21

保健 体 育 ～ 2 2 2

3 2 2

生 物 0,54 5 4

生 物 基 礎 2 3 2 2

2 3 3

学 52 3

2 2

0,5

学 基 礎 2 2

5物 理
理
科

科 学 と 人 間 生 活 2

物 理 基 礎

2 2 2

3 3 2 22

2

数 学 Ｂ 2 4 2

数 学 Ａ 2 2 2

3

3 8 7

2 2

3

数 学 Ⅲ 761

3 3

数
学

数 学 Ⅰ 3 3

数 学 Ⅱ 4 4 3 4

0,2倫 理 2 ●2

2 3 3

2 2 2

0,4 0,4

公
民

現 代 社 会 2 2 2

4 4

経 済

2 0,3 0,3

地 理 Ｂ

地 理 Ａ 2 2 3 3

0,3

日 本 史 Ｂ 4 4

3 3 3 0,3日 本 史 Ａ 2 3

0,4 0,4

0,4 0,4

2 3 3

3 3 5 6 5

地
理
歴
史

世 界 史 Ａ 2

国
語

世 界 史 Ｂ

2 3 3

4 4

Ｂ 2 3 2 3

2 2 3

0,2

現 代 文 Ｂ 2 5 43 2 5

特進 普通 特進

5 5

国 語 表 現 3 ★2

5国 語 総 合

１年次、 から で「コミュニケーション英語基礎」を、１ から３ で「コミュニケーション英語Ⅰ」を する。

総合的な探究の時間は、学校設定科目「上天草プロジェクトⅠ」、「上天草プロジェクトⅡ」、「上天草プロジェクトⅢ」で代替する。

普通クラス２年次の●2、３年次の★2からそれぞれ１科目ずつを選択
ただし、普通クラス２年次の「英語表現Ⅰ」、「子どもの発達と保育」と３年次の「生活と福祉」は、普通科および情報会計科の２学科の生徒の選
択科目とし、普通クラス２年次の「プログラミング」と３年次の「ビジネス情報」は、普通科および福祉科の２学科の生徒の選択科目とする。

学　　　　　科 普　　　通　　　科

入　学　年　度 平 成 ３１ 年 度 入 学

普通 特進 特進

文 理 文 理

令和３年度現在学年○印 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 計
コース 普通
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６ 取組の継続 

本校では、本事業を「Ｋ＃Ａｍａｘ：ケイエイマックス」という愛称で取り組んでき

た。本事業は３年間の指定を終えるが、取組は継続していく。熊本県教育委員会も、「ク

リエイトハイスクール」という、新たな指定事業を整備し、予算面でも支援していただ

く事になっている。 

教職員が、人材育成のプログラムを綿密に創り上げ、それに沿って教職員が教え、

導くというやり方だけでは、新しい時代に対応する人材を育成できない。学校内だけで

なく、外部の視点で、外部のチカラを借りて、新しい時代に対応できる地域人材を育成

する必要がある。地域や時代のニーズに対応できる「変わることのできる仕組みづく

り」こそが肝要だと言うのが、３年間の研究の結論である。 

「変わってはいけないものを守るため、変えるべきものを変え、変わり続ける仕組

みの構築」という新たなキャッチフレーズを設定し、「K＃Aｍａｘ サスティナブル」

という愛称で、今後もこの取組を発展させていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変わってはいけないものを守るため、 

変えるべきものを変え、 
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福祉 地 福祉

教科 科　　目 標準単位

＊上天草プロジェクトⅠ 1 1 1 1

＊上天草プロジェクトⅡ 1 1 1 1 1

＊上天草プロジェクトⅢ 1 1 1 1 1

＊は学校設定科目
※
※
※

※

33 (1) 33 99(5)合　　　　計 33 (2) 33 (2) 33 99(2)

46(5) 35,37,39(2)

上
天
学

特別活動 ホ ー ム ル ー ム 活 動 1 1 1 1 1 3 3

専　門　教　科　計 13 (2) 14 (2) 10,12 19 (1) 12,14

福 祉 情 報 活 2～ 2 2 2 2 4

(2) 4 (1) 8(5) 2(2)

とからだの理 2～ 2 2 3 8 3

総 合 2～

2～ 2 2

3 4

0,2

生 活 技 術 2～ 2 4 10 3

2

福 祉 基 礎 2～ 2 3 5 2

福
祉

社 会 福 祉 基 礎 2～ 2 2 4

コミュニケーション技術 2～4 ●2 2 2

4

実 2～ 2 2 2

0,2

プ ロ グ ラ ミ ン グ 2～6 ●2 0,2

4

　　 　　生　　活 2～ 2 2

商
業

広 告 と 販 売 促 進 2～4 ★2 0,2

ビ ジ ネ ス 情 報 2～6 ★2

4

生 活 と 福 祉 2～ 5 5家
庭

子 ど も の 発 達 と 保 育 2～ 4

ー ン 2～ 4

0 0

各 学 科 共 通 教 科 計 18 17 19,21 12 17,19 47 54,56,58

情報 社 会 と 情 報 2

4 2 2 2

2 2

4 4

0,2

外
国
語

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 基 礎 2 3 3 3

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅰ 3 2 2 2 2

家庭 家 庭 総 合

4 4

英 語 表 現 Ⅰ 2

0,2

美 術 Ⅰ 2 2 0,2 0,2

4

芸
術

音 楽 Ⅰ 2 2 0,2

書 道 Ⅰ 2 2 0,2

2 2 8 8

体育 保 健 2

保健 体 育 ～

2 2

理
科

科 学 と 人 間 生 活 2 2 2 2 2

生 物 基 礎 2 2 2 2 2

数
学

数 学 Ａ 2

4

数 学 Ⅰ 2 2 2 4

2 2

2

倫 理 2 ●2 0,2

4

数 学 Ⅱ 4

公
民

現 代 社 会 2 2 2

4 5

2 2

歴史 日 本 史 Ａ 2

地理 世 界 史 Ａ 2 2 2

2 2 2 2

4 4

国 語 表 現 3 ★2 0,2

4 3 1 1

現 代 文 Ｂ 2 2 2 3

各学科共通教科「情報」科目「社会と情報」は、専門教科「福祉」科目「福祉情報活 」代替
　　 は、時間外 実

地 福祉 ２年次の●2、３年次の★2からそれぞれ１科目ずつを選択
ただし、地 福祉 ２年次の「プログラミング」と３年次の「ビジネス情報」は、普通科および福
祉科の２学科の生徒の選択科目とする。
総合的な探究の時間は、学校設定科目「上天草プロジェクトⅠ」、「上天草プロジェクトⅡ」「上天
草プロジェクトⅢ」で代替する。

学　　　　　科 福　　　祉　　　科

入　学　年　度 平 成 ３１ 年 度 入 学

令和３年度現在学年○印 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 計

コース 福祉 地 福祉 福祉 地 福祉

国
語

国 語 総 合
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計

教科 科　　目 標準単位

＊上天草プロジェクトⅠ 1 1 1

＊上天草プロジェクトⅡ 1 1 1

＊上天草プロジェクトⅢ 1 1 1

＊は学校設定科目

※ 各学科共通教科「情報」科目「社会と情報」は、専門教科「商業」科目「情報処理」で代替

※

※

合　　　　計 33 33 33 99

上
天
学

特別活動 ホームルーム活動 1 1 1 3

福祉 コミュニケーション技術 2～4 ●2 0,2

専　門　教　科　計 11 12,14 12,14 35,37,39

4

原 価 計 算 2～4 3 3

プ ロ グ ラ ミ ン グ 2～6 4 0,4

ビ ジ ネ ス 情 報 2～6 5 5

5

経 済 活 動 と 法 2～4

財 務 会 計 Ⅱ 2～4 4 0,4

財 務 会 計 Ⅰ 2～4 4 4

4

広 告 と 販 売 促 進 2～4 ★2 0,2

2

課 題 研 究 2～6 4 4

商
業

ビ ジ ネ ス 基 礎 2～4 2

総 合 実 践 2～4 4

簿 記 2～6 5

情 報 処 理 2～6 4

0,2

生 活 と 福 祉 2～6 ★2 0,2

各 学 科 共 通 教 科 計 20 17,19 17,19 54,56,58

家庭
子どもの発達と保育 2～6 ●2

3

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅰ

4

英 語 表 現 Ⅰ 2 ●2 0,2

3 3 3

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅱ 4 4

2

情報 社 会 と 情 報 2 0

家庭 家 庭 基 礎 2 2

0,2

美 術 Ⅰ 2 2 0,2
芸
術

音 楽 Ⅰ 2 2

書 道 Ⅰ 2 2 0,2

外
国
語

ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ英語基礎 2 3

保健 体 育 7～8 3 3 2 8

体育 保 健 2 1 1 2

理
科

科 学 と 人 間 生 活 2 2 2

生 物 基 礎 2 2 2

3

数 学 Ⅱ 4 4 4
数
学

数 学 Ⅰ 3 3

数 学 Ａ 2 3 3

2

倫 理 2 ●2 0,2

公
民

現 代 社 会 2 2

歴史 日 本 史 Ａ 2 2 2

地理 世 界 史 Ａ 2 2

6

4

国 語 表 現 3 ★2 0,2

2

２年次の●2、３年次の★2からそれぞれ１科目ずつを選択
ただし、２年次の「英語表現Ⅰ」、「子どもの発達と保育」と３年次の「生活と福祉」は、普通
科および情報会計科の２学科の生徒の選択科目とする。

総合的な探究の時間は、学校設定科目「上天草プロジェクトⅠ」、「上天草プロジェクトⅡ」
「上天草プロジェクトⅢ」で代替する。

学　　　　　科 情　　報　　会　　計　　科

入　学　年　度 平 成 ３１年 度 入 学

令和３年度現在学年○印 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

国
語

国 語 総 合 4 4

現 代 文 Ｂ 4 3 3
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福祉 地 福祉

教科 科　　目 標準単位

＊上天草プロジェクトⅠ 1 1 1 1

＊上天草プロジェクトⅡ 1 1 1 1 1

＊上天草プロジェクトⅢ 1 1 1 1 1

＊は学校設定科目
※
※
※

※

33 (1) 33 99(5)合　　　　計 33 (2) 33 (2) 33 99(2)

46(5) 35,37,39(2)

上
天
学

特別活動 ホ ー ム ル ー ム 活 動 1 1 1 1 1 3 3

専　門　教　科　計 13 (2) 14 (2) 10,12 19 (1) 12,14

福 祉 情 報 活 2～ 2 2 2 2 4

(2) 4 (1) 8(5) 2(2)

とからだの理 2～ 2 2 3 8 3

総 合 2～

2～ 2 2

3 4

0,2

生 活 技 術 2～ 2 4 10 3

2

福 祉 基 礎 2～ 2 3 5 2

福
祉

社 会 福 祉 基 礎 2～ 2 2 4

コミュニケーション技術 2～4 ●2 2 2

4

実 2～ 2 2 2

0,2

プ ロ グ ラ ミ ン グ 2～6 ●2 0,2

4

　　 　　生　　活 2～ 2 2

商
業

広 告 と 販 売 促 進 2～4 ★2 0,2

ビ ジ ネ ス 情 報 2～6 ★2

4

生 活 と 福 祉 2～ 5 5家
庭

子 ど も の 発 達 と 保 育 2～ 4

ー ン 2～ 4

0 0

各 学 科 共 通 教 科 計 18 17 19,21 12 17,19 47 54,56,58

情報 社 会 と 情 報 2

4 2 2 2

2 2

4 4

0,2

外
国
語

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 基 礎 2 3 3 3

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅰ 3 2 2 2 2

家庭 家 庭 総 合

4 4

英 語 表 現 Ⅰ 2

0,2

美 術 Ⅰ 2 2 0,2 0,2

4

芸
術

音 楽 Ⅰ 2 2 0,2

書 道 Ⅰ 2 2 0,2

2 2 8 8

体育 保 健 2

保健 体 育 ～

2 2

理
科

科 学 と 人 間 生 活 2 2 2 2 2

生 物 基 礎 2 2 2 2 2

数
学

数 学 Ａ 2

4

数 学 Ⅰ 2 2 2 4

2 2

2

倫 理 2 ●2 0,2

4

数 学 Ⅱ 4

公
民

現 代 社 会 2 2 2

4 5

2 2

歴史 日 本 史 Ａ 2

地理 世 界 史 Ａ 2 2 2

2 2 2 2

4 4

国 語 表 現 3 ★2 0,2

4 3 1 1

現 代 文 Ｂ 2 2 2 3

各学科共通教科「情報」科目「社会と情報」は、専門教科「福祉」科目「福祉情報活 」代替
　　 は、時間外 実

地 福祉 ２年次の●2、３年次の★2からそれぞれ１科目ずつを選択
ただし、地 福祉 ２年次の「プログラミング」と３年次の「ビジネス情報」は、普通科および福
祉科の２学科の生徒の選択科目とする。
総合的な探究の時間は、学校設定科目「上天草プロジェクトⅠ」、「上天草プロジェクトⅡ」「上天
草プロジェクトⅢ」で代替する。

学　　　　　科 福　　　祉　　　科

入　学　年　度 平 成 ３１ 年 度 入 学

令和３年度現在学年○印 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 計

コース 福祉 地 福祉 福祉 地 福祉

国
語

国 語 総 合
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計

教科 科　　目 標準単位

＊上天草プロジェクトⅠ 1 1 1

＊上天草プロジェクトⅡ 1 1 1

＊上天草プロジェクトⅢ 1 1 1

＊は学校設定科目

※ 各学科共通教科「情報」科目「社会と情報」は、専門教科「商業」科目「情報処理」で代替

※

※

合　　　　計 33 33 33 99

上
天
学

特別活動 ホームルーム活動 1 1 1 3

福祉 コミュニケーション技術 2～4 ●2 0,2

専　門　教　科　計 11 12,14 12,14 35,37,39

4

原 価 計 算 2～4 3 3

プ ロ グ ラ ミ ン グ 2～6 4 0,4

ビ ジ ネ ス 情 報 2～6 5 5

5

経 済 活 動 と 法 2～4

財 務 会 計 Ⅱ 2～4 4 0,4

財 務 会 計 Ⅰ 2～4 4 4

4

広 告 と 販 売 促 進 2～4 ★2 0,2

2

課 題 研 究 2～6 4 4

商
業

ビ ジ ネ ス 基 礎 2～4 2

総 合 実 践 2～4 4

簿 記 2～6 5

情 報 処 理 2～6 4

0,2

生 活 と 福 祉 2～6 ★2 0,2

各 学 科 共 通 教 科 計 20 17,19 17,19 54,56,58

家庭
子どもの発達と保育 2～6 ●2

3

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅰ

4

英 語 表 現 Ⅰ 2 ●2 0,2

3 3 3

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅱ 4 4

2

情報 社 会 と 情 報 2 0

家庭 家 庭 基 礎 2 2

0,2

美 術 Ⅰ 2 2 0,2
芸
術

音 楽 Ⅰ 2 2

書 道 Ⅰ 2 2 0,2

外
国
語

ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ英語基礎 2 3

保健 体 育 7～8 3 3 2 8

体育 保 健 2 1 1 2

理
科

科 学 と 人 間 生 活 2 2 2

生 物 基 礎 2 2 2

3

数 学 Ⅱ 4 4 4
数
学

数 学 Ⅰ 3 3

数 学 Ａ 2 3 3

2

倫 理 2 ●2 0,2

公
民

現 代 社 会 2 2

歴史 日 本 史 Ａ 2 2 2

地理 世 界 史 Ａ 2 2

6

4

国 語 表 現 3 ★2 0,2

2

２年次の●2、３年次の★2からそれぞれ１科目ずつを選択
ただし、２年次の「英語表現Ⅰ」、「子どもの発達と保育」と３年次の「生活と福祉」は、普通
科および情報会計科の２学科の生徒の選択科目とする。

総合的な探究の時間は、学校設定科目「上天草プロジェクトⅠ」、「上天草プロジェクトⅡ」
「上天草プロジェクトⅢ」で代替する。

学　　　　　科 情　　報　　会　　計　　科

入　学　年　度 平 成 ３１年 度 入 学

令和３年度現在学年○印 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

国
語

国 語 総 合 4 4

現 代 文 Ｂ 4 3 3
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感じている。 

 

（松 委員）この３年間取組で感じたのは、 の生徒た も、 に で学ぶ

ことだけでなく、 を に に学べたことは があった。

者の で取 する も、 高校を取 しているのではと させられ

るほど、 課題 をとおして、 人 を 成するため、 々なアプロ

ーチで な学びが されていた。これは、（ 員や の方た の）

の だと思う。ひとつ安 したのが、 の指定が終わっても、クリ

ト スクールとして取組を継続できることを しく思う。 

 

（ 委員） 

 

 

 

３．パネルディスカッション「 との協 を継続させるために」 

行を田中委員にお願いしてディスカッション。以 は の 。 

 

（田中委員）パネルディスカッションでは、 年間の振り りと、今後を見 えた を

したい。先生た が持続 にならなければ、このカリ ラムは成り た

ないので、研究主任にとって「やって良かったこと」と「しんどかったこと」

を いてみたい。 

 

（研究主任）生徒が面 い発表をするなど、成長してると感じている時が せだった。

かったのは、コロナ禍で 定していた 人 との が なかった

ことが残 だった。 

 

（田中委員）先生方の取り組みは、生徒に わると思う。生徒の成長を感じるというの

は、生徒を見ている先生の が えてきている である。「やらされてい

る感」があると、 をやっても同じように見えて は変わらない。

身が「学んだ」「変わった」と思った 間に、今まで見えていた が全く

変わって見えるという に感じた。 

上天草高校の先生方は、入れ わったとしても、 れでも先生同 のネッ

トワークと とのネットワークが、繋がっていくことが大 だと える。 

この れを上天草市の 方 生に させたい。 から 人 の 成

には、上天草市の 課題の がなくてはならないものだとだと思ってい

た。 年前から 市長と 方 生の 一期を めたが、 時 市長と

り った の が の前にある。 時を振り って、 市長から上天草

高校の生徒がどう見えていたのか、 の時の期 など えてほしい。 

 

（ 委員）上天草高校が市内で 一の高校であることや、入学生徒の という問題

に 面していたこともあり、上天草高校のあり方や取り組みが、上天草市の

方 生にとっても大 だと、 時 していた。上天草高校生にも、 方

生を めたいろいろなことに参画して しいと え、 ういった機会を作っ

てきた。 

今日の生徒発表で、 ナムシをせんべいにするというプランを いて、

ってしまった。しかし、よくよく えると、タ みたいなものに、 加価

を けて るというのは の である。また、 良 にも 用の が

ってあると き、 ういう時 が ているのだと感 した。 報 の中

にあったように、大人のスケジ ールや思 が 先されるということはあり

が で、生徒の な発 につながらないかもしれない。生徒が シアチ

ブを取るためには、より に に て行かなければならない。 

次のステップをやるとしたら、 き を活用したやり方を えて しい。

生徒の方から に かけていく。 えば、 をサテラ ト のように

う。 でも学校でもできないことをサテラ ト でやる。  

を し、生徒が を持って える として活用できないだろうか。

のような を で用 できれば、高校 後も継続した研究ができるので

はないかと思う。 

 

（田中委員） 年前は思いもしなかったことが、コ ティスクールを として根

き めている。 れまでは、「 は 」「学校は学校」と かれていた

のが、 いに関わり うことで、 れ れが持っていないものを認め、共

していく がある。人 会の中で、 チ ーションが う人は一

にやっていこうというのが、市長の期 するものであった。 らしい の

け や、大人が思いもしない発 の があったりするのが、この上天草

高校の取組が評価されている理 だと思う。 

次は、学生として に て活動する と、学生と のマッチン を

ビジネスとして行う をしている さんに 見を めたい。 

 

（ ） 長 で「コ ティス ース」というものを ープンしていている。

こでは、高校時 年間で 会わない、企 の 長さんなどと 会うき

っかけや、 の 味が に繋がることもあるので、 ういった を見つけ

るきっかけとなるよう、高校生と大学生と 会人が わる を してい

る。コ ティス ースの ターを、高校生がたまたま に取り んでい

たら、気 けば ターが 味になっていたというような、 しい発見の機会
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３年度 上天草高 学校 との協 による高 学校  

運営指導委員 会  

年 日（ ） 

１３ １ ３  

 ンラ ン ーティン による開  

 

  者 

運営指導委員 

  委員（上天草市長） 

  委員（ 大学 ャンパス長） 

  委員（ ソ ト ア 表取 長、 振興会会長） 

田中 人 委員（ 大学 生 機  連携  ） 

松   委員（ 日日 上天草 長） 

スト 

  （ 会  表取 ） 身の 大学生。長 で 。 

  （ ） 

委員会 

重  （  学校  高校 課長） 

 大 （  学校  高校 課 高校 力  指導主 ） 

学校関係者 

 全 員 生徒会長（  ） 

内   容 

１．開会 

（１） 委員会あいさつ（重 課長） 

（ ）校長あいさつ（田中校長） 

 

． 成果報 および指導  

 「 ３年度 報 」を研究主任が 。 

  運営指導委員からの指導、 。以 は 。 

（田中委員）「変えてはいけないものを るため、変えるべきものを変え、変わり続け

る」という ー にすべてが されている。「これが まりだ」。という

気持 で、これまでの取組を（ 報 として）振り ることができた。

にサスティナブルという が りばめられていた。 にはなくても、

上天草高校の取組は、 にしっかり きあっている。上天草高校での講

でも、 は不 と 行で、変えなくていいものは変えなくていい、時

に じて変えていくものを、 理なく変えていくことが大 であると し

た。高校生に不 と 行という は難しいと思ったが、この は さ

れていてわかりやすい。これは、「 く」「 す」「表 する」プロジ クト

という、人と人とが するときに 不 な３つ 素を、上天草高校の

もができるようにするという えの れである。また、上天草の 生

を担う として、 々が っていたのは、上天草高校生が小中学生の れ

の存在となり、上天草高校で学びたいと思った中学生が上天草高校に入学す

ることであった。これをい く させてくれた。（上天草の どもた

に）高校までは から える上天草高校に ってもらい、大学などに 学

し（上天草を れても）知識や を持って上天草に ってくる、 でき

る人 になってもらいたいと えていたので、上天草高校の取組が、このよ

うに 開したことは しい。 

 

（ 委員） 方 生を えるときに、 の のスパ ラル に る、一番問題

となったのが、 の問題であった。 こに もうとする大人た が、

によって「 の が んとできるのだろうか」と不安を くことが、

の のスパ ラルの一 とされている。今 の（上天草高校の）よう

な取組が、小中高の連携でき んとできるということが見えてくると、「

んと、ここで どもの ができる。」となり、正のスパ ラルに で

きる。 々、上天草は もよく、 も なので、 と の を

びつけることができれば、 方 生の デルケースになりえる。 

 

（ 委員） との協 というテーマは 広く、どこにポ ントを るかというのが、

大変だったと思う。しかし、高校生のカリ ラムで、 課題 に取り

組 ことは に がある。この取組の期間で、高校生がどのようなこと

に関 を持ってくれるのか ことができた。今後もこの取組を継続してい

くときに、どのように ローするか、一 にやっていくための ージを

み上 ることができた。今後は、もう１ステップ上を 指してもらえたら

良いと えている。 

 

（ 委員）上天草の がよく ていると感じる。 々 と学校の繋がりが く、

の活動が活発であったのを、発 にプロジ クトに組み んである。

これらの取組は、 の協力なくしてできない。生徒の研究にも、かなり多

くの の方た が協力しているのがわかり、これが天草の だと思う。

と学校の繋がりが、この取組の継続により まっていくと感じた。また、

生徒研究発表で ず されていたのが、 など Tを活用した 法や

広 で、 れらを高校生が たり前のように おうとする に感 した。

との の中でも、中学生との が盛んであったことも、上天草の

と える。小中高の連携が人 の に繋がっている、素晴らしい取組だと
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３年度 上天草高 学校 との協 による高 学校  

運営指導委員 会  

年 日（ ） 

１３ １ ３  

 ンラ ン ーティン による開  

 

  者 

運営指導委員 

  委員（上天草市長） 

  委員（ 大学 ャンパス長） 

  委員（ ソ ト ア 表取 長、 振興会会長） 

田中 人 委員（ 大学 生 機  連携  ） 

松   委員（ 日日 上天草 長） 

スト 

  （ 会  表取 ） 身の 大学生。長 で 。 

  （ ） 

委員会 

重  （  学校  高校 課長） 

 大 （  学校  高校 課 高校 力  指導主 ） 

学校関係者 

 全 員 生徒会長（  ） 

内   容 

１．開会 

（１） 委員会あいさつ（重 課長） 

（ ）校長あいさつ（田中校長） 

 

． 成果報 および指導  

 「 ３年度 報 」を研究主任が 。 

  運営指導委員からの指導、 。以 は 。 

（田中委員）「変えてはいけないものを るため、変えるべきものを変え、変わり続け

る」という ー にすべてが されている。「これが まりだ」。という

気持 で、これまでの取組を（ 報 として）振り ることができた。

にサスティナブルという が りばめられていた。 にはなくても、

上天草高校の取組は、 にしっかり きあっている。上天草高校での講

でも、 は不 と 行で、変えなくていいものは変えなくていい、時

に じて変えていくものを、 理なく変えていくことが大 であると し

た。高校生に不 と 行という は難しいと思ったが、この は さ

れていてわかりやすい。これは、「 く」「 す」「表 する」プロジ クト

という、人と人とが するときに 不 な３つ 素を、上天草高校の

もができるようにするという えの れである。また、上天草の 生

を担う として、 々が っていたのは、上天草高校生が小中学生の れ

の存在となり、上天草高校で学びたいと思った中学生が上天草高校に入学す

ることであった。これをい く させてくれた。（上天草の どもた

に）高校までは から える上天草高校に ってもらい、大学などに 学

し（上天草を れても）知識や を持って上天草に ってくる、 でき

る人 になってもらいたいと えていたので、上天草高校の取組が、このよ

うに 開したことは しい。 

 

（ 委員） 方 生を えるときに、 の のスパ ラル に る、一番問題

となったのが、 の問題であった。 こに もうとする大人た が、

によって「 の が んとできるのだろうか」と不安を くことが、

の のスパ ラルの一 とされている。今 の（上天草高校の）よう

な取組が、小中高の連携でき んとできるということが見えてくると、「

んと、ここで どもの ができる。」となり、正のスパ ラルに で

きる。 々、上天草は もよく、 も なので、 と の を

びつけることができれば、 方 生の デルケースになりえる。 

 

（ 委員） との協 というテーマは 広く、どこにポ ントを るかというのが、

大変だったと思う。しかし、高校生のカリ ラムで、 課題 に取り

組 ことは に がある。この取組の期間で、高校生がどのようなこと

に関 を持ってくれるのか ことができた。今後もこの取組を継続してい

くときに、どのように ローするか、一 にやっていくための ージを

み上 ることができた。今後は、もう１ステップ上を 指してもらえたら

良いと えている。 

 

（ 委員）上天草の がよく ていると感じる。 々 と学校の繋がりが く、

の活動が活発であったのを、発 にプロジ クトに組み んである。

これらの取組は、 の協力なくしてできない。生徒の研究にも、かなり多

くの の方た が協力しているのがわかり、これが天草の だと思う。

と学校の繋がりが、この取組の継続により まっていくと感じた。また、

生徒研究発表で ず されていたのが、 など Tを活用した 法や

広 で、 れらを高校生が たり前のように おうとする に感 した。

との の中でも、中学生との が盛んであったことも、上天草の

と える。小中高の連携が人 の に繋がっている、素晴らしい取組だと
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感じている。 
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にあったように、大人のスケジ ールや思 が 先されるということはあり

が で、生徒の な発 につながらないかもしれない。生徒が シアチ

ブを取るためには、より に に て行かなければならない。 

次のステップをやるとしたら、 き を活用したやり方を えて しい。

生徒の方から に かけていく。 えば、 をサテラ ト のように

う。 でも学校でもできないことをサテラ ト でやる。  

を し、生徒が を持って える として活用できないだろうか。

のような を で用 できれば、高校 後も継続した研究ができるので

はないかと思う。 

 

（田中委員） 年前は思いもしなかったことが、コ ティスクールを として根

き めている。 れまでは、「 は 」「学校は学校」と かれていた

のが、 いに関わり うことで、 れ れが持っていないものを認め、共

していく がある。人 会の中で、 チ ーションが う人は一

にやっていこうというのが、市長の期 するものであった。 らしい の

け や、大人が思いもしない発 の があったりするのが、この上天草

高校の取組が評価されている理 だと思う。 

次は、学生として に て活動する と、学生と のマッチン を

ビジネスとして行う をしている さんに 見を めたい。 

 

（ ） 長 で「コ ティス ース」というものを ープンしていている。

こでは、高校時 年間で 会わない、企 の 長さんなどと 会うき

っかけや、 の 味が に繋がることもあるので、 ういった を見つけ

るきっかけとなるよう、高校生と大学生と 会人が わる を してい

る。コ ティス ースの ターを、高校生がたまたま に取り んでい

たら、気 けば ターが 味になっていたというような、 しい発見の機会
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（ 委員）上天草の がよく ていると感じる。 々 と学校の繋がりが く、

の活動が活発であったのを、発 にプロジ クトに組み んである。

これらの取組は、 の協力なくしてできない。生徒の研究にも、かなり多

くの の方た が協力しているのがわかり、これが天草の だと思う。

と学校の繋がりが、この取組の継続により まっていくと感じた。また、

生徒研究発表で ず されていたのが、 など Tを活用した 法や

広 で、 れらを高校生が たり前のように おうとする に感 した。

との の中でも、中学生との が盛んであったことも、上天草の

と える。小中高の連携が人 の に繋がっている、素晴らしい取組だと
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かを重 におこなっている である。上天草市の 力な ックアップが
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（田中委員）学校だけでできないことを、いかに に任せるかが重 で、学校と
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をつくるのを けしたい。 の会 では、人 問題に取り組んでいる。

な 人 しているかを えるより、 入する人を増やすための を

えることの方が大 だと えている。どのようにすれば 者が 入しやすく

なるのか、または って るためのきっかけ作りをしたい。 えば高校生の

時に、 の人た 、 えば 企 の 長さんとの 会いを しておけ

ば、 学などで を れたとしても、「あの 長さんどうしてるかな」と

いうのがきっかけで ってくることもあると思う。 のような、きっかけ

くりが、学校の内 からも、外 からの きかけとしても、 だと思う。 

 

（田中委員） 市長の にあった、 き の活用について、 にコ ティ

ス ースという をしていただいた。今の で大 だったのが、 と学

校が 々で 会いが なかったが、 っとしたきっかけで 会いが生まれ

る、 不 な 会いが生まれる。 という で、「あったはずの

」と「ありえなかった 」を きつけられた。 が こると、良く

ないこともたくさん こるが、 れをいかにポジティブに えるかが大

である。人は「いつもと同じ」が がいい。しかし、（ スパート生

徒 のように）中学生に えに行くという、 は面 いと思っていて

も、ポジティブに え、「やってやろう」と を変えようとする 思があ

ると、プラスに いていく。 さんは 者の力を信じ、 者の を

ばす活動をされていると感じた。 

 

（ ） 「 の方の協力なくして、 方 生はできない。」と も思うので、「

っ は っ でやってよ」ではなく、学校も もみんなで してやって

いくことは だと思う。 

 

（田中委員）次は、 先生の「しんどかった」に をあてたい。コロナ禍で 々な

が する一方で、 に んだのが だ。今日の会 のように、 ン

ラ ンの会 システムやデジタルデ スに対するビ ン が ってき

た。また、 近の中高生のデジタルネ ティブぶりは、 を見 るものがあ

る。このあたりを、 のことや高校生に期 するものを めて、

委員に えてもらいたい。 

 

（ 委員） が理 長を める、 法人 T の活動の一 で、大学生による

前講座を している。 高校などでは対面で したが、

まん 用の関係で、上天草高校はリ ートでの となった。リ ー

トでの に不安を感じていたが、対面での と全く変わらなかった。大

学生 も高校 も、入 な や工夫をされた 果かもしれないが、「デジ

タルネ ティブ」や「ネットシチ ン」のいう が になっていると

感した。 報 では、中学生との を されていたが、 れ以外のとこ

ろとも、ネットを活用して繋がってほしい。 

また、 の になるが、生徒の研究発表を見て、上天草高校の生徒は、

のことをよく知っていると思った。 や観光など、 の を活用す

るだけでなく、ネットを って していくところまで えている。

デジタルシチ ンの では、 方とか 会とか関係なく、やる気が大 だ

と思う。 い、上天草は の方が協力 で、 力があるといえる。

力があることで、高校生た が の人た と わり、人間力を身につけて

いくことに繋がっているので、この取組は今後も発 していくと期 してい

る。 

 

（田中委員）大人の 見を いてきたので、次は、生徒会長に 見を いてみたい。で

きれば、生徒会長としてではなく、 年間Ｋ＃Ａｍａｘに取り組んできた、

一生徒として きたい。 学年でどのようなことを えていたか えてくだ

さい。 

 

（ 生徒会長）中学生の時、 がたくさんいる上天草高校に行こうと めた。入

学すると上天草プロジ クトという があり、 チから た でビジネ

スプランをつくるので難しいと思っていた。 

 

（田中委員）「 しいことはあった 」 

 

（ 生徒会長） しいことは なくはないが、しんどかった。 

年生になると、一度 したので、もっと いところまで えることが

できるようになった。 

 

（田中委員） 生徒会長の を いて、Ｋ＃Ａｍａｘが しているという え

を感じた。この取組の導入 は、１年生だけが 々な取組をやっていたの

で、 時の 年生が「いいな 。 はやってないのに」と していたのを

思い した。しかし、 の 年生も かったのが、「 は先 だから、

た で えて、いろんなことにチャ ンジする。」と していた。上天草

高校には ういったチャ ンジをする が 々あったのだと思う。 学

が 設していることで、 高校にない 気が 成されていたのだと思

う。 の大 さを 報 で されたが、ビジネスを学ぶということ

に という 素を け わせることで、 学 でも でもシナジー

果が生まれていると感じる。 
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３年度 上天草高 学校 との協 による高 学校  

運営指導委員 会  

年 日（ ） 

１３ １ ３  

 ンラ ン ーティン による開  

 

  者 

運営指導委員 

  委員（上天草市長） 

  委員（ 大学 ャンパス長） 

  委員（ ソ ト ア 表取 長、 振興会会長） 

田中 人 委員（ 大学 生 機  連携  ） 

松   委員（ 日日 上天草 長） 

スト 

  （ 会  表取 ） 身の 大学生。長 で 。 

  （ ） 

委員会 

重  （  学校  高校 課長） 

 大 （  学校  高校 課 高校 力  指導主 ） 

学校関係者 

 全 員 生徒会長（  ） 

内   容 

１．開会 

（１） 委員会あいさつ（重 課長） 

（ ）校長あいさつ（田中校長） 

 

． 成果報 および指導  

 「 ３年度 報 」を研究主任が 。 

  運営指導委員からの指導、 。以 は 。 

（田中委員）「変えてはいけないものを るため、変えるべきものを変え、変わり続け

る」という ー にすべてが されている。「これが まりだ」。という

気持 で、これまでの取組を（ 報 として）振り ることができた。

にサスティナブルという が りばめられていた。 にはなくても、

上天草高校の取組は、 にしっかり きあっている。上天草高校での講

でも、 は不 と 行で、変えなくていいものは変えなくていい、時

に じて変えていくものを、 理なく変えていくことが大 であると し

た。高校生に不 と 行という は難しいと思ったが、この は さ

れていてわかりやすい。これは、「 く」「 す」「表 する」プロジ クト

という、人と人とが するときに 不 な３つ 素を、上天草高校の

もができるようにするという えの れである。また、上天草の 生

を担う として、 々が っていたのは、上天草高校生が小中学生の れ

の存在となり、上天草高校で学びたいと思った中学生が上天草高校に入学す

ることであった。これをい く させてくれた。（上天草の どもた

に）高校までは から える上天草高校に ってもらい、大学などに 学

し（上天草を れても）知識や を持って上天草に ってくる、 でき

る人 になってもらいたいと えていたので、上天草高校の取組が、このよ

うに 開したことは しい。 

 

（ 委員） 方 生を えるときに、 の のスパ ラル に る、一番問題

となったのが、 の問題であった。 こに もうとする大人た が、

によって「 の が んとできるのだろうか」と不安を くことが、

の のスパ ラルの一 とされている。今 の（上天草高校の）よう

な取組が、小中高の連携でき んとできるということが見えてくると、「

んと、ここで どもの ができる。」となり、正のスパ ラルに で

きる。 々、上天草は もよく、 も なので、 と の を

びつけることができれば、 方 生の デルケースになりえる。 

 

（ 委員） との協 というテーマは 広く、どこにポ ントを るかというのが、

大変だったと思う。しかし、高校生のカリ ラムで、 課題 に取り

組 ことは に がある。この取組の期間で、高校生がどのようなこと

に関 を持ってくれるのか ことができた。今後もこの取組を継続してい

くときに、どのように ローするか、一 にやっていくための ージを

み上 ることができた。今後は、もう１ステップ上を 指してもらえたら

良いと えている。 

 

（ 委員）上天草の がよく ていると感じる。 々 と学校の繋がりが く、

の活動が活発であったのを、発 にプロジ クトに組み んである。

これらの取組は、 の協力なくしてできない。生徒の研究にも、かなり多

くの の方た が協力しているのがわかり、これが天草の だと思う。

と学校の繋がりが、この取組の継続により まっていくと感じた。また、

生徒研究発表で ず されていたのが、 など Tを活用した 法や

広 で、 れらを高校生が たり前のように おうとする に感 した。

との の中でも、中学生との が盛んであったことも、上天草の

と える。小中高の連携が人 の に繋がっている、素晴らしい取組だと

3
4

３年度 上天草高 学校 との協 による高 学校  

運営指導委員 会  

年 日（ ） 

１３ １ ３  

 ンラ ン ーティン による開  

 

  者 

運営指導委員 

  委員（上天草市長） 

  委員（ 大学 ャンパス長） 

  委員（ ソ ト ア 表取 長、 振興会会長） 

田中 人 委員（ 大学 生 機  連携  ） 

松   委員（ 日日 上天草 長） 

スト 

  （ 会  表取 ） 身の 大学生。長 で 。 

  （ ） 

委員会 

重  （  学校  高校 課長） 

 大 （  学校  高校 課 高校 力  指導主 ） 

学校関係者 

 全 員 生徒会長（  ） 

内   容 

１．開会 

（１） 委員会あいさつ（重 課長） 

（ ）校長あいさつ（田中校長） 

 

． 成果報 および指導  

 「 ３年度 報 」を研究主任が 。 

  運営指導委員からの指導、 。以 は 。 

（田中委員）「変えてはいけないものを るため、変えるべきものを変え、変わり続け

る」という ー にすべてが されている。「これが まりだ」。という

気持 で、これまでの取組を（ 報 として）振り ることができた。

にサスティナブルという が りばめられていた。 にはなくても、

上天草高校の取組は、 にしっかり きあっている。上天草高校での講

でも、 は不 と 行で、変えなくていいものは変えなくていい、時

に じて変えていくものを、 理なく変えていくことが大 であると し

た。高校生に不 と 行という は難しいと思ったが、この は さ

れていてわかりやすい。これは、「 く」「 す」「表 する」プロジ クト

という、人と人とが するときに 不 な３つ 素を、上天草高校の

もができるようにするという えの れである。また、上天草の 生

を担う として、 々が っていたのは、上天草高校生が小中学生の れ

の存在となり、上天草高校で学びたいと思った中学生が上天草高校に入学す

ることであった。これをい く させてくれた。（上天草の どもた

に）高校までは から える上天草高校に ってもらい、大学などに 学

し（上天草を れても）知識や を持って上天草に ってくる、 でき

る人 になってもらいたいと えていたので、上天草高校の取組が、このよ

うに 開したことは しい。 

 

（ 委員） 方 生を えるときに、 の のスパ ラル に る、一番問題

となったのが、 の問題であった。 こに もうとする大人た が、

によって「 の が んとできるのだろうか」と不安を くことが、

の のスパ ラルの一 とされている。今 の（上天草高校の）よう

な取組が、小中高の連携でき んとできるということが見えてくると、「

んと、ここで どもの ができる。」となり、正のスパ ラルに で

きる。 々、上天草は もよく、 も なので、 と の を

びつけることができれば、 方 生の デルケースになりえる。 

 

（ 委員） との協 というテーマは 広く、どこにポ ントを るかというのが、

大変だったと思う。しかし、高校生のカリ ラムで、 課題 に取り

組 ことは に がある。この取組の期間で、高校生がどのようなこと

に関 を持ってくれるのか ことができた。今後もこの取組を継続してい

くときに、どのように ローするか、一 にやっていくための ージを

み上 ることができた。今後は、もう１ステップ上を 指してもらえたら

良いと えている。 

 

（ 委員）上天草の がよく ていると感じる。 々 と学校の繋がりが く、

の活動が活発であったのを、発 にプロジ クトに組み んである。

これらの取組は、 の協力なくしてできない。生徒の研究にも、かなり多

くの の方た が協力しているのがわかり、これが天草の だと思う。

と学校の繋がりが、この取組の継続により まっていくと感じた。また、

生徒研究発表で ず されていたのが、 など Tを活用した 法や

広 で、 れらを高校生が たり前のように おうとする に感 した。

との の中でも、中学生との が盛んであったことも、上天草の

と える。小中高の連携が人 の に繋がっている、素晴らしい取組だと

3
4

３年度 上天草高 学校 との協 による高 学校  

運営指導委員 会  

年 日（ ） 

１３ １ ３  

 ンラ ン ーティン による開  

 

  者 

運営指導委員 

  委員（上天草市長） 

  委員（ 大学 ャンパス長） 

  委員（ ソ ト ア 表取 長、 振興会会長） 

田中 人 委員（ 大学 生 機  連携  ） 

松   委員（ 日日 上天草 長） 

スト 

  （ 会  表取 ） 身の 大学生。長 で 。 

  （ ） 

委員会 

重  （  学校  高校 課長） 

 大 （  学校  高校 課 高校 力  指導主 ） 

学校関係者 

 全 員 生徒会長（  ） 

内   容 

１．開会 

（１） 委員会あいさつ（重 課長） 

（ ）校長あいさつ（田中校長） 

 

． 成果報 および指導  

 「 ３年度 報 」を研究主任が 。 

  運営指導委員からの指導、 。以 は 。 

（田中委員）「変えてはいけないものを るため、変えるべきものを変え、変わり続け

る」という ー にすべてが されている。「これが まりだ」。という

気持 で、これまでの取組を（ 報 として）振り ることができた。

にサスティナブルという が りばめられていた。 にはなくても、

上天草高校の取組は、 にしっかり きあっている。上天草高校での講

でも、 は不 と 行で、変えなくていいものは変えなくていい、時

に じて変えていくものを、 理なく変えていくことが大 であると し

た。高校生に不 と 行という は難しいと思ったが、この は さ

れていてわかりやすい。これは、「 く」「 す」「表 する」プロジ クト

という、人と人とが するときに 不 な３つ 素を、上天草高校の

もができるようにするという えの れである。また、上天草の 生

を担う として、 々が っていたのは、上天草高校生が小中学生の れ

の存在となり、上天草高校で学びたいと思った中学生が上天草高校に入学す

ることであった。これをい く させてくれた。（上天草の どもた

に）高校までは から える上天草高校に ってもらい、大学などに 学

し（上天草を れても）知識や を持って上天草に ってくる、 でき

る人 になってもらいたいと えていたので、上天草高校の取組が、このよ

うに 開したことは しい。 

 

（ 委員） 方 生を えるときに、 の のスパ ラル に る、一番問題

となったのが、 の問題であった。 こに もうとする大人た が、

によって「 の が んとできるのだろうか」と不安を くことが、

の のスパ ラルの一 とされている。今 の（上天草高校の）よう

な取組が、小中高の連携でき んとできるということが見えてくると、「

んと、ここで どもの ができる。」となり、正のスパ ラルに で

きる。 々、上天草は もよく、 も なので、 と の を

びつけることができれば、 方 生の デルケースになりえる。 

 

（ 委員） との協 というテーマは 広く、どこにポ ントを るかというのが、

大変だったと思う。しかし、高校生のカリ ラムで、 課題 に取り

組 ことは に がある。この取組の期間で、高校生がどのようなこと

に関 を持ってくれるのか ことができた。今後もこの取組を継続してい

くときに、どのように ローするか、一 にやっていくための ージを

み上 ることができた。今後は、もう１ステップ上を 指してもらえたら

良いと えている。 

 

（ 委員）上天草の がよく ていると感じる。 々 と学校の繋がりが く、

の活動が活発であったのを、発 にプロジ クトに組み んである。

これらの取組は、 の協力なくしてできない。生徒の研究にも、かなり多

くの の方た が協力しているのがわかり、これが天草の だと思う。

と学校の繋がりが、この取組の継続により まっていくと感じた。また、

生徒研究発表で ず されていたのが、 など Tを活用した 法や

広 で、 れらを高校生が たり前のように おうとする に感 した。

との の中でも、中学生との が盛んであったことも、上天草の

と える。小中高の連携が人 の に繋がっている、素晴らしい取組だと

3
4

をつくるのを けしたい。 の会 では、人 問題に取り組んでいる。

な 人 しているかを えるより、 入する人を増やすための を

えることの方が大 だと えている。どのようにすれば 者が 入しやすく

なるのか、または って るためのきっかけ作りをしたい。 えば高校生の

時に、 の人た 、 えば 企 の 長さんとの 会いを しておけ

ば、 学などで を れたとしても、「あの 長さんどうしてるかな」と

いうのがきっかけで ってくることもあると思う。 のような、きっかけ

くりが、学校の内 からも、外 からの きかけとしても、 だと思う。 

 

（田中委員） 市長の にあった、 き の活用について、 にコ ティ

ス ースという をしていただいた。今の で大 だったのが、 と学

校が 々で 会いが なかったが、 っとしたきっかけで 会いが生まれ

る、 不 な 会いが生まれる。 という で、「あったはずの

」と「ありえなかった 」を きつけられた。 が こると、良く

ないこともたくさん こるが、 れをいかにポジティブに えるかが大

である。人は「いつもと同じ」が がいい。しかし、（ スパート生

徒 のように）中学生に えに行くという、 は面 いと思っていて

も、ポジティブに え、「やってやろう」と を変えようとする 思があ

ると、プラスに いていく。 さんは 者の力を信じ、 者の を

ばす活動をされていると感じた。 

 

（ ） 「 の方の協力なくして、 方 生はできない。」と も思うので、「

っ は っ でやってよ」ではなく、学校も もみんなで してやって

いくことは だと思う。 

 

（田中委員）次は、 先生の「しんどかった」に をあてたい。コロナ禍で 々な

が する一方で、 に んだのが だ。今日の会 のように、 ン

ラ ンの会 システムやデジタルデ スに対するビ ン が ってき

た。また、 近の中高生のデジタルネ ティブぶりは、 を見 るものがあ

る。このあたりを、 のことや高校生に期 するものを めて、

委員に えてもらいたい。 

 

（ 委員） が理 長を める、 法人 T の活動の一 で、大学生による

前講座を している。 高校などでは対面で したが、

まん 用の関係で、上天草高校はリ ートでの となった。リ ー

トでの に不安を感じていたが、対面での と全く変わらなかった。大

学生 も高校 も、入 な や工夫をされた 果かもしれないが、「デジ

タルネ ティブ」や「ネットシチ ン」のいう が になっていると

感した。 報 では、中学生との を されていたが、 れ以外のとこ

ろとも、ネットを活用して繋がってほしい。 

また、 の になるが、生徒の研究発表を見て、上天草高校の生徒は、

のことをよく知っていると思った。 や観光など、 の を活用す

るだけでなく、ネットを って していくところまで えている。

デジタルシチ ンの では、 方とか 会とか関係なく、やる気が大 だ

と思う。 い、上天草は の方が協力 で、 力があるといえる。

力があることで、高校生た が の人た と わり、人間力を身につけて

いくことに繋がっているので、この取組は今後も発 していくと期 してい

る。 

 

（田中委員）大人の 見を いてきたので、次は、生徒会長に 見を いてみたい。で

きれば、生徒会長としてではなく、 年間Ｋ＃Ａｍａｘに取り組んできた、

一生徒として きたい。 学年でどのようなことを えていたか えてくだ

さい。 

 

（ 生徒会長）中学生の時、 がたくさんいる上天草高校に行こうと めた。入

学すると上天草プロジ クトという があり、 チから た でビジネ

スプランをつくるので難しいと思っていた。 

 

（田中委員）「 しいことはあった 」 

 

（ 生徒会長） しいことは なくはないが、しんどかった。 

年生になると、一度 したので、もっと いところまで えることが

できるようになった。 

 

（田中委員） 生徒会長の を いて、Ｋ＃Ａｍａｘが しているという え

を感じた。この取組の導入 は、１年生だけが 々な取組をやっていたの

で、 時の 年生が「いいな 。 はやってないのに」と していたのを

思い した。しかし、 の 年生も かったのが、「 は先 だから、

た で えて、いろんなことにチャ ンジする。」と していた。上天草

高校には ういったチャ ンジをする が 々あったのだと思う。 学

が 設していることで、 高校にない 気が 成されていたのだと思

う。 の大 さを 報 で されたが、ビジネスを学ぶということ

に という 素を け わせることで、 学 でも でもシナジー

果が生まれていると感じる。 

36

をつくるのを けしたい。 の会 では、人 問題に取り組んでいる。

な 人 しているかを えるより、 入する人を増やすための を

えることの方が大 だと えている。どのようにすれば 者が 入しやすく

なるのか、または って るためのきっかけ作りをしたい。 えば高校生の

時に、 の人た 、 えば 企 の 長さんとの 会いを しておけ

ば、 学などで を れたとしても、「あの 長さんどうしてるかな」と

いうのがきっかけで ってくることもあると思う。 のような、きっかけ

くりが、学校の内 からも、外 からの きかけとしても、 だと思う。 

 

（田中委員） 市長の にあった、 き の活用について、 にコ ティ

ス ースという をしていただいた。今の で大 だったのが、 と学

校が 々で 会いが なかったが、 っとしたきっかけで 会いが生まれ

る、 不 な 会いが生まれる。 という で、「あったはずの

」と「ありえなかった 」を きつけられた。 が こると、良く

ないこともたくさん こるが、 れをいかにポジティブに えるかが大

である。人は「いつもと同じ」が がいい。しかし、（ スパート生

徒 のように）中学生に えに行くという、 は面 いと思っていて

も、ポジティブに え、「やってやろう」と を変えようとする 思があ

ると、プラスに いていく。 さんは 者の力を信じ、 者の を

ばす活動をされていると感じた。 

 

（ ） 「 の方の協力なくして、 方 生はできない。」と も思うので、「

っ は っ でやってよ」ではなく、学校も もみんなで してやって

いくことは だと思う。 

 

（田中委員）次は、 先生の「しんどかった」に をあてたい。コロナ禍で 々な

が する一方で、 に んだのが だ。今日の会 のように、 ン

ラ ンの会 システムやデジタルデ スに対するビ ン が ってき

た。また、 近の中高生のデジタルネ ティブぶりは、 を見 るものがあ

る。このあたりを、 のことや高校生に期 するものを めて、

委員に えてもらいたい。 

 

（ 委員） が理 長を める、 法人 T の活動の一 で、大学生による

前講座を している。 高校などでは対面で したが、

まん 用の関係で、上天草高校はリ ートでの となった。リ ー

トでの に不安を感じていたが、対面での と全く変わらなかった。大

学生 も高校 も、入 な や工夫をされた 果かもしれないが、「デジ

タルネ ティブ」や「ネットシチ ン」のいう が になっていると

感した。 報 では、中学生との を されていたが、 れ以外のとこ

ろとも、ネットを活用して繋がってほしい。 

また、 の になるが、生徒の研究発表を見て、上天草高校の生徒は、

のことをよく知っていると思った。 や観光など、 の を活用す

るだけでなく、ネットを って していくところまで えている。

デジタルシチ ンの では、 方とか 会とか関係なく、やる気が大 だ

と思う。 い、上天草は の方が協力 で、 力があるといえる。

力があることで、高校生た が の人た と わり、人間力を身につけて

いくことに繋がっているので、この取組は今後も発 していくと期 してい

る。 

 

（田中委員）大人の 見を いてきたので、次は、生徒会長に 見を いてみたい。で

きれば、生徒会長としてではなく、 年間Ｋ＃Ａｍａｘに取り組んできた、

一生徒として きたい。 学年でどのようなことを えていたか えてくだ

さい。 

 

（ 生徒会長）中学生の時、 がたくさんいる上天草高校に行こうと めた。入

学すると上天草プロジ クトという があり、 チから た でビジネ

スプランをつくるので難しいと思っていた。 

 

（田中委員）「 しいことはあった 」 

 

（ 生徒会長） しいことは なくはないが、しんどかった。 

年生になると、一度 したので、もっと いところまで えることが

できるようになった。 

 

（田中委員） 生徒会長の を いて、Ｋ＃Ａｍａｘが しているという え

を感じた。この取組の導入 は、１年生だけが 々な取組をやっていたの

で、 時の 年生が「いいな 。 はやってないのに」と していたのを

思い した。しかし、 の 年生も かったのが、「 は先 だから、

た で えて、いろんなことにチャ ンジする。」と していた。上天草

高校には ういったチャ ンジをする が 々あったのだと思う。 学

が 設していることで、 高校にない 気が 成されていたのだと思

う。 の大 さを 報 で されたが、ビジネスを学ぶということ

に という 素を け わせることで、 学 でも でもシナジー

果が生まれていると感じる。 
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をつくるのを けしたい。 の会 では、人 問題に取り組んでいる。

な 人 しているかを えるより、 入する人を増やすための を

えることの方が大 だと えている。どのようにすれば 者が 入しやすく

なるのか、または って るためのきっかけ作りをしたい。 えば高校生の

時に、 の人た 、 えば 企 の 長さんとの 会いを しておけ

ば、 学などで を れたとしても、「あの 長さんどうしてるかな」と

いうのがきっかけで ってくることもあると思う。 のような、きっかけ

くりが、学校の内 からも、外 からの きかけとしても、 だと思う。 

 

（田中委員） 市長の にあった、 き の活用について、 にコ ティ

ス ースという をしていただいた。今の で大 だったのが、 と学

校が 々で 会いが なかったが、 っとしたきっかけで 会いが生まれ

る、 不 な 会いが生まれる。 という で、「あったはずの

」と「ありえなかった 」を きつけられた。 が こると、良く

ないこともたくさん こるが、 れをいかにポジティブに えるかが大

である。人は「いつもと同じ」が がいい。しかし、（ スパート生

徒 のように）中学生に えに行くという、 は面 いと思っていて

も、ポジティブに え、「やってやろう」と を変えようとする 思があ

ると、プラスに いていく。 さんは 者の力を信じ、 者の を

ばす活動をされていると感じた。 

 

（ ） 「 の方の協力なくして、 方 生はできない。」と も思うので、「

っ は っ でやってよ」ではなく、学校も もみんなで してやって

いくことは だと思う。 

 

（田中委員）次は、 先生の「しんどかった」に をあてたい。コロナ禍で 々な
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タルネ ティブ」や「ネットシチ ン」のいう が になっていると

感した。 報 では、中学生との を されていたが、 れ以外のとこ

ろとも、ネットを活用して繋がってほしい。 

また、 の になるが、生徒の研究発表を見て、上天草高校の生徒は、
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きれば、生徒会長としてではなく、 年間Ｋ＃Ａｍａｘに取り組んできた、

一生徒として きたい。 学年でどのようなことを えていたか えてくだ

さい。 

 

（ 生徒会長）中学生の時、 がたくさんいる上天草高校に行こうと めた。入

学すると上天草プロジ クトという があり、 チから た でビジネ

スプランをつくるので難しいと思っていた。 

 

（田中委員）「 しいことはあった 」 

 

（ 生徒会長） しいことは なくはないが、しんどかった。 

年生になると、一度 したので、もっと いところまで えることが

できるようになった。 

 

（田中委員） 生徒会長の を いて、Ｋ＃Ａｍａｘが しているという え

を感じた。この取組の導入 は、１年生だけが 々な取組をやっていたの

で、 時の 年生が「いいな 。 はやってないのに」と していたのを

思い した。しかし、 の 年生も かったのが、「 は先 だから、

た で えて、いろんなことにチャ ンジする。」と していた。上天草

高校には ういったチャ ンジをする が 々あったのだと思う。 学

が 設していることで、 高校にない 気が 成されていたのだと思

う。 の大 さを 報 で されたが、ビジネスを学ぶということ
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３年度 上天草高 学校 との協 による高 学校  

運営指導委員 会  

年 日（ ） 

１３ １ ３  

 ンラ ン ーティン による開  

 

  者 

運営指導委員 

  委員（上天草市長） 

  委員（ 大学 ャンパス長） 

  委員（ ソ ト ア 表取 長、 振興会会長） 

田中 人 委員（ 大学 生 機  連携  ） 

松   委員（ 日日 上天草 長） 

スト 

  （ 会  表取 ） 身の 大学生。長 で 。 

  （ ） 

委員会 

重  （  学校  高校 課長） 

 大 （  学校  高校 課 高校 力  指導主 ） 

学校関係者 

 全 員 生徒会長（  ） 

内   容 

１．開会 

（１） 委員会あいさつ（重 課長） 

（ ）校長あいさつ（田中校長） 

 

． 成果報 および指導  

 「 ３年度 報 」を研究主任が 。 

  運営指導委員からの指導、 。以 は 。 

（田中委員）「変えてはいけないものを るため、変えるべきものを変え、変わり続け

る」という ー にすべてが されている。「これが まりだ」。という

気持 で、これまでの取組を（ 報 として）振り ることができた。

にサスティナブルという が りばめられていた。 にはなくても、

上天草高校の取組は、 にしっかり きあっている。上天草高校での講

でも、 は不 と 行で、変えなくていいものは変えなくていい、時

に じて変えていくものを、 理なく変えていくことが大 であると し

た。高校生に不 と 行という は難しいと思ったが、この は さ

れていてわかりやすい。これは、「 く」「 す」「表 する」プロジ クト

という、人と人とが するときに 不 な３つ 素を、上天草高校の

もができるようにするという えの れである。また、上天草の 生

を担う として、 々が っていたのは、上天草高校生が小中学生の れ

の存在となり、上天草高校で学びたいと思った中学生が上天草高校に入学す

ることであった。これをい く させてくれた。（上天草の どもた

に）高校までは から える上天草高校に ってもらい、大学などに 学

し（上天草を れても）知識や を持って上天草に ってくる、 でき

る人 になってもらいたいと えていたので、上天草高校の取組が、このよ

うに 開したことは しい。 

 

（ 委員） 方 生を えるときに、 の のスパ ラル に る、一番問題

となったのが、 の問題であった。 こに もうとする大人た が、

によって「 の が んとできるのだろうか」と不安を くことが、

の のスパ ラルの一 とされている。今 の（上天草高校の）よう

な取組が、小中高の連携でき んとできるということが見えてくると、「

んと、ここで どもの ができる。」となり、正のスパ ラルに で

きる。 々、上天草は もよく、 も なので、 と の を

びつけることができれば、 方 生の デルケースになりえる。 

 

（ 委員） との協 というテーマは 広く、どこにポ ントを るかというのが、

大変だったと思う。しかし、高校生のカリ ラムで、 課題 に取り

組 ことは に がある。この取組の期間で、高校生がどのようなこと

に関 を持ってくれるのか ことができた。今後もこの取組を継続してい

くときに、どのように ローするか、一 にやっていくための ージを

み上 ることができた。今後は、もう１ステップ上を 指してもらえたら

良いと えている。 

 

（ 委員）上天草の がよく ていると感じる。 々 と学校の繋がりが く、

の活動が活発であったのを、発 にプロジ クトに組み んである。

これらの取組は、 の協力なくしてできない。生徒の研究にも、かなり多

くの の方た が協力しているのがわかり、これが天草の だと思う。

と学校の繋がりが、この取組の継続により まっていくと感じた。また、

生徒研究発表で ず されていたのが、 など Tを活用した 法や

広 で、 れらを高校生が たり前のように おうとする に感 した。

との の中でも、中学生との が盛んであったことも、上天草の

と える。小中高の連携が人 の に繋がっている、素晴らしい取組だと
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をつくるのを けしたい。 の会 では、人 問題に取り組んでいる。

な 人 しているかを えるより、 入する人を増やすための を

えることの方が大 だと えている。どのようにすれば 者が 入しやすく

なるのか、または って るためのきっかけ作りをしたい。 えば高校生の

時に、 の人た 、 えば 企 の 長さんとの 会いを しておけ

ば、 学などで を れたとしても、「あの 長さんどうしてるかな」と

いうのがきっかけで ってくることもあると思う。 のような、きっかけ

くりが、学校の内 からも、外 からの きかけとしても、 だと思う。 

 

（田中委員） 市長の にあった、 き の活用について、 にコ ティ

ス ースという をしていただいた。今の で大 だったのが、 と学

校が 々で 会いが なかったが、 っとしたきっかけで 会いが生まれ

る、 不 な 会いが生まれる。 という で、「あったはずの

」と「ありえなかった 」を きつけられた。 が こると、良く

ないこともたくさん こるが、 れをいかにポジティブに えるかが大

である。人は「いつもと同じ」が がいい。しかし、（ スパート生

徒 のように）中学生に えに行くという、 は面 いと思っていて

も、ポジティブに え、「やってやろう」と を変えようとする 思があ

ると、プラスに いていく。 さんは 者の力を信じ、 者の を

ばす活動をされていると感じた。 

 

（ ） 「 の方の協力なくして、 方 生はできない。」と も思うので、「

っ は っ でやってよ」ではなく、学校も もみんなで してやって

いくことは だと思う。 

 

（田中委員）次は、 先生の「しんどかった」に をあてたい。コロナ禍で 々な

が する一方で、 に んだのが だ。今日の会 のように、 ン

ラ ンの会 システムやデジタルデ スに対するビ ン が ってき

た。また、 近の中高生のデジタルネ ティブぶりは、 を見 るものがあ

る。このあたりを、 のことや高校生に期 するものを めて、

委員に えてもらいたい。 

 

（ 委員） が理 長を める、 法人 T の活動の一 で、大学生による

前講座を している。 高校などでは対面で したが、

まん 用の関係で、上天草高校はリ ートでの となった。リ ー

トでの に不安を感じていたが、対面での と全く変わらなかった。大

学生 も高校 も、入 な や工夫をされた 果かもしれないが、「デジ

タルネ ティブ」や「ネットシチ ン」のいう が になっていると

感した。 報 では、中学生との を されていたが、 れ以外のとこ

ろとも、ネットを活用して繋がってほしい。 

また、 の になるが、生徒の研究発表を見て、上天草高校の生徒は、

のことをよく知っていると思った。 や観光など、 の を活用す

るだけでなく、ネットを って していくところまで えている。

デジタルシチ ンの では、 方とか 会とか関係なく、やる気が大 だ

と思う。 い、上天草は の方が協力 で、 力があるといえる。

力があることで、高校生た が の人た と わり、人間力を身につけて

いくことに繋がっているので、この取組は今後も発 していくと期 してい

る。 

 

（田中委員）大人の 見を いてきたので、次は、生徒会長に 見を いてみたい。で

きれば、生徒会長としてではなく、 年間Ｋ＃Ａｍａｘに取り組んできた、

一生徒として きたい。 学年でどのようなことを えていたか えてくだ

さい。 

 

（ 生徒会長）中学生の時、 がたくさんいる上天草高校に行こうと めた。入

学すると上天草プロジ クトという があり、 チから た でビジネ

スプランをつくるので難しいと思っていた。 

 

（田中委員）「 しいことはあった 」 

 

（ 生徒会長） しいことは なくはないが、しんどかった。 

年生になると、一度 したので、もっと いところまで えることが

できるようになった。 

 

（田中委員） 生徒会長の を いて、Ｋ＃Ａｍａｘが しているという え

を感じた。この取組の導入 は、１年生だけが 々な取組をやっていたの

で、 時の 年生が「いいな 。 はやってないのに」と していたのを

思い した。しかし、 の 年生も かったのが、「 は先 だから、

た で えて、いろんなことにチャ ンジする。」と していた。上天草

高校には ういったチャ ンジをする が 々あったのだと思う。 学

が 設していることで、 高校にない 気が 成されていたのだと思

う。 の大 さを 報 で されたが、ビジネスを学ぶということ

に という 素を け わせることで、 学 でも でもシナジー

果が生まれていると感じる。 
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スプランをつくるので難しいと思っていた。 

 

（田中委員）「 しいことはあった 」 

 

（ 生徒会長） しいことは なくはないが、しんどかった。 

年生になると、一度 したので、もっと いところまで えることが

できるようになった。 

 

（田中委員） 生徒会長の を いて、Ｋ＃Ａｍａｘが しているという え

を感じた。この取組の導入 は、１年生だけが 々な取組をやっていたの

で、 時の 年生が「いいな 。 はやってないのに」と していたのを

思い した。しかし、 の 年生も かったのが、「 は先 だから、

た で えて、いろんなことにチャ ンジする。」と していた。上天草

高校には ういったチャ ンジをする が 々あったのだと思う。 学

が 設していることで、 高校にない 気が 成されていたのだと思

う。 の大 さを 報 で されたが、ビジネスを学ぶということ

に という 素を け わせることで、 学 でも でもシナジー

果が生まれていると感じる。 
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（田中委員）先生はいらないんじ ないかと思うほど、大学生は活 する。 、 の

に学生を連れて入っていた。大学生が入ると の人 は ばれる

が、大学生よりも の人た が 気になったのは、 校が まっていた

高校の生徒がま くりに参加してくれたことだった。 らがやっていた

ことを中学生が き継いで、 ランティア をやっている。 から

てどこかに行ってしまう大学生よりも、 の中高生が ターン人 となる

が高い。 ういった 味でも、上天草高校生が の活動に参加する

は大きい。 さんも長 でたくさんの を んでもらって、 に

ってきてもらえたらと思う。 

 

（  ） 方を ることは「 」ではない。 れてからこ 学ぶことも多い。

身も、 学 で先生になるつもりだったのに、まさか することになる

とは えていなかった。 から長 に て、 の良さも長 の良さも学

べ、長 も しつつ、 に った時に できる があれば、 って

やすいと思う。 

 

（田中委員）では、先生 表で 研究 主任にも を きたい。 

 

（研究 主任）３年間この に関わり、生徒とともに成長できた。この を継続

発 させるために、 るべきものを大 にしながら、変えるべきものを変え

ていきたい。３年間 主任を めたので、 年からは が主任として、こ

の取組を させたい。 

 

（田中委員） は、サスティナブルとは変わり続けることだと っている。全く変わら

ないということは、全く不 なことである。時 が変わるごとに変えてい

く、 の時に不 と 行を見 める がある。変えなくていいことである

のようなものは変えないが、 行のところは、時 に わせて変えてい

くことが、 の 味でのサスティナブルだと思う。 

の しい ャッチ ー に「サスティナブル」が入っている。こ

れは、上天草高校が取組を める中で した だと思う。 在、上天

草高校に されている先生方が、 の学校に し、 の にあった

のサスティナブル を していくことを期 している。 

 

（ 田 ） 年度は、 とどのように繋がっていくか りだった。さらに、研究

主任た が苦労したのが、上天草高校の 員に の内容を えることだっ

たと思う。学校の先生の生徒に対する 任感がかなり い。 究というのは

正 がない活動だが、先生方は入 な で正 を用 しようとする。しか

し、 をしす て ールを いてしまうと、 な発 が生まれにくくな

るので、 するようにしてくださいと えた。 れを「 々が を いて

いる」と えた方もいたが、３年間の取組で理 していただけたと思う。こ

のように、上天草高校の先生方が、 究に対する理 を めたことが、上天

草高校の取組がサスティナブルに繋がっていく 一 になったと思う。 

また、上天草高校ではこの取組が たり前になったので、な これに取り

組んでいるのか、わからない生徒がでている。次年度は、もう一度「な 取

り組んでいるのか」しっかりと したいと思っている。 

 

（田中委員）「今ココ 」を学んでいる人に すことは、 に重 なことである。

中で んでいると、今の の を見 ってしまう。「あなたは今

ココにいますよ。」とか、「ココに るまでの を見 う。どんなことを

したからココにいるの 」を えさせる。 は振り りの時間であり、内

の時間でもある。今 が っているところを 認することが大 である。 

また、（上天草高校の 員について） を３年間やって、先生方には

れ れ学びがあったはずである。中には「もっと良い方法がある。」と思

っている、 対だと っている先生がいることも大 なことで、 関 が一

番よくない。 に 対の先生がいるのであれば、 れは れで価 があ

ると思う。 の 対は 関 という があるように、 も えずお仕

にやっていたら、つまらない３年になっていたはずである。上天草高校にい

るのなら、やらないと だとか、せっかくだからやってみようという、チャ

ンジの が、この 果に繋がっていると思う。 

 

（ 田 ） 々担 者にとって、この の「今ココ 」を していただいたのが、

運営指導委員会とコンソーシアムであった。 に、運営指導委員の皆 は、

の であり、 々な 度からいただいたご 見のひとつひとつが、

の っている座 を に していただいたと思っている。先 も し

ましたが、ここからが 発だと思っている。この 発 を定めていただいた

運営指導員の皆 には、今後もご ますようお願いします。 

 

． 会 

（１）校長あいさつ（田中校長） 

（ ） 委員会謝辞（重 課長） 
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が いに を することが大 である。これはひとつの で、

には生徒の前で できないという があるので、 に は し ら

い。 この をいかに るかが大 である。 

ここで、一番の苦労人である 田さんに きたいのだが、 年間で って

いたことを してほしい。 

 

（ 田 ） おこしを まえた上で、高校でのコーディネートの仕 を き受けた。

上天草高校の生徒が せになるための、どのような生きる力を身につけ

るべきか えて活動してきた。まず、３年間この取組を した生徒た は、

上天草の大人た とたくさん れ ったので、大人 れしたと える。

が思っていることを、しっかり えることができる生徒が増えたので、面

でも 怖じすることなく すことができたと いている。 の大人

と小さい に んだ思い のある の方が、 に ってくるというデータ

もあると いているので、 上天草のリー ーになるべく ってきてほし

いと思います。また、 や の生徒も、 として、ビジネス

に れる機会を たので、ビジネスの え方が、人生における ー ティー

ネットの一つになったのではないかと思う。 

 

（田中委員） 田さんは、外 人 として学校の中に入って活 されている。これは、

先生方との関係を、うまくされていることが、ポ ントだと思っている。「学

校を変えてやろう。」という外 人 は、 を持ってプロジ クトに

が多いが、学校を変えるために も大 なのは先生である。「外から

た人は、 の間だけやればいいが、 員はずっとやらなければいけない

んだから 」や、 の人は生徒に だけあ ていい すればいいんだ

から 」と、「 は 」になるとうまく行かない。先生た が に

変わろうと思わなければ、 はサスティナブルになれない。でも、 れ

がうまくいっているので、上天草高校で したいと える は増えるの

ではないかと えている。 

のあたりを、 い に前身の大 高校に され、校長として上天草

に ってこられた田中校長先生に、 としての上天草高校や からの期

について きたい。 

 

（田中校長）３ 年近く前に していた と今とでは、 の方や上天草市の行 の

方が持っている、この の に関する危機感が うと感じる。今は、こ

の の が、 校に かっているという な期 を持って、 の

方々が 校を してもらっていることを感じる。 校としては、学校外か

ら 々な方が日々 られるので、 しがよくなっているという によらえ

ている。 

 

（田中委員）ま くりをやっていて、 に まった人が一番 る。 人 に

なっている人は、 だけになりが で、 もやらないことが多いと感じる。

に っている人の課題 をすることが、ま くりにとって、すごく

大 だと思っている。 まっていると えるからこ 、 の と学

校の を重 わせ、 ない人 で、一期一会を大 にして活動すべ

きである。上天草市と上天草高校の取組は、 の であると同時に、 方

生の であるといえる。 

生徒研究発表にも参加した に、この取組や天草 について きた

い。 

 

（ ） は小学校 年生の間、 に んでいた。 市から っ した時

は、不 で方 も し うので不安だった。３年間 らして を れたが、

りに参加したり、（ で）一 に かする、 の人の がわかるとい

ったことが、 かったというのが、今になってわかる。 数年ぶりに れた

とき、小学校がなくなっている、人が っている、 で んでいる人がいな

いという を の たりにし、 しい気持 になった。「よかったと思え

るこの を、続けていきたい。」と っている人た もいる。 のよう

な人た の思いが、行動や、 りに繋がるものになっていったらいいと思っ

ている。 

前中の生徒発表会に参加させていただき、高校生がここまで で え、

べることができたことに感 している。高校生は、学 の め方 学び方

を大学から してもらう。 の知識を に、高校生が中学生にア ス

する。このように知の や知を していく方法が繋がっていくと、上天

草に って たいという動機であったり、 ってきたときの を、多くの

人が持てるようになると思った。 

 

（田中委員） さんも、 前中の発表をご覧になっていたので、ここまでの を

め、上天草高校の取組をどう思うか きたい。 

 

（  ）先日、 のビジネスプランコンテストに していただき、 こで

の課題などをお きした。大学生と高校生の わりで、 しいことが生まれ

るのではないかと えている。 れがきっかけで を こすことも えら

れる。大学の先生である 委員や田中委員だけでなく、学生も一 に高校

に入っていくことで、より多 なア デアが るようになるのではないか。

身も に参加したいと思った。 
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のようなものは変えないが、 行のところは、時 に わせて変えてい
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組んでいるのか、わからない生徒がでている。次年度は、もう一度「な 取

り組んでいるのか」しっかりと したいと思っている。 

 

（田中委員）「今ココ 」を学んでいる人に すことは、 に重 なことである。

中で んでいると、今の の を見 ってしまう。「あなたは今

ココにいますよ。」とか、「ココに るまでの を見 う。どんなことを

したからココにいるの 」を えさせる。 は振り りの時間であり、内

の時間でもある。今 が っているところを 認することが大 である。 

また、（上天草高校の 員について） を３年間やって、先生方には

れ れ学びがあったはずである。中には「もっと良い方法がある。」と思

っている、 対だと っている先生がいることも大 なことで、 関 が一

番よくない。 に 対の先生がいるのであれば、 れは れで価 があ

ると思う。 の 対は 関 という があるように、 も えずお仕

にやっていたら、つまらない３年になっていたはずである。上天草高校にい

るのなら、やらないと だとか、せっかくだからやってみようという、チャ

ンジの が、この 果に繋がっていると思う。 
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には生徒の前で できないという があるので、 に は し ら

い。 この をいかに るかが大 である。 

ここで、一番の苦労人である 田さんに きたいのだが、 年間で って

いたことを してほしい。 
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るべきか えて活動してきた。まず、３年間この取組を した生徒た は、

上天草の大人た とたくさん れ ったので、大人 れしたと える。

が思っていることを、しっかり えることができる生徒が増えたので、面

でも 怖じすることなく すことができたと いている。 の大人

と小さい に んだ思い のある の方が、 に ってくるというデータ

もあると いているので、 上天草のリー ーになるべく ってきてほし
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ネットの一つになったのではないかと思う。 
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の の が、 校に かっているという な期 を持って、 の
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ら 々な方が日々 られるので、 しがよくなっているという によらえ
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（田中委員）ま くりをやっていて、 に まった人が一番 る。 人 に

なっている人は、 だけになりが で、 もやらないことが多いと感じる。

に っている人の課題 をすることが、ま くりにとって、すごく
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校の を重 わせ、 ない人 で、一期一会を大 にして活動すべ

きである。上天草市と上天草高校の取組は、 の であると同時に、 方

生の であるといえる。 
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な人た の思いが、行動や、 りに繋がるものになっていったらいいと思っ

ている。 
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する。このように知の や知を していく方法が繋がっていくと、上天

草に って たいという動機であったり、 ってきたときの を、多くの
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め、上天草高校の取組をどう思うか きたい。 
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の課題などをお きした。大学生と高校生の わりで、 しいことが生まれ
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に入っていくことで、より多 なア デアが るようになるのではないか。

身も に参加したいと思った。 
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（小田委員）大学も高校生の研究に協力を しまない。リ ートでのコ ケーシ

ョンも なので なく知らせてほしい。大学には、 に多 多 な

人 が学生も めているので、生徒の研究に せた人 を できると

思う。 

（松尾委員） 人 の （データ ース）をつくるなどすれば、学校とのマッチ

ン がうまくいくのではないか。 に生徒の研究内容をまとめることが

できれば、協力できる内容を見つけやすい。 

３．開会 

（１）会長謝辞（田中校長） 
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は学校運営協 会委員との 任 

（ ） 

小田 一 大学  

志   上天草市 工会 課長 

 一 天草 観光協会 長 

  あまくさ 協同組  大  長 

     天草 協同組  上天草  長 

田   上天草市 長連 会 会長 

以上１ 人中１１人  

学校運営協 会委員  

 広    （ ） のチカラ 表取 （上天草市コーディネーター） 

      上天草市 松 中学校 校長 

中     上天草市 小学校 校長 

 

 上天草高校関係者 

   田 、 長、 研究主任、 研究 主任 

41

３年度上天草 力 コンソーシアム １ 委員会  

３年（ １年） 日（ ） 

１ １  

 上天草高校学  

 

  者 

コンソーシアム委員  

小田 一    大学 ックスカ ッジ ィス マネージャー 

     上天草市 企画  長 

                 行 上天草市 企画  企画 課   

前方 正広    上天草市 振興  観光おもてなし課 課長 

松尾     上天草市 企画  危機管理情報課 課長 

 一    上天草市 委員会 委員 

 作    上天草市 委員会 学 課 課長 

志     上天草市 工会 課長 

 一    天草 観光協会 長 

     あまくさ 協同組  大  長 

    天草ケーブルネットワーク ディア  長 

 光     上天草市 大 中学校 校長 

重      委員会 高校 課 課長  

田中     上天草高校 校長 

（ ） 

須中 一   上天草市 会 協 会 課長  

    天草 協同組  上天草  長 

田  上天草市 長連 会 会長 

田   上天草高校 カリ ラム開発  

以上１ 人中１ 人  

 

高校 課 

   高校 力  主  

 大    高校 力  指導主  

 

 上天草高校関係者 

   田 、 長、 研究主任 

 

 

 

内   容 

 

１．開会 

（１） 委員会 （重 課長） 

（ ）委  

（３） 者  

（ ）会長  

    重 課長から、上天草高校田中校長の   認 

（ ）会長 （田中校長） 

 

．協  

（１） 年度 報  

（ ）設定した の  

（３） ３年度 画 

     まとめて研究主任 が を 。 

 

および協  

（ 委員）（ 設定にある） の に対して、 ローワークとの連携

などの取り組みは行われているか。 

（田中校長） ローワークとの な連携はしていない。 

（研究主任） えば、上天草市 に める 校 生による 会など、 に取

り組んでいる もある。 

 

（ 委員）上天草市では小中学校でも「 の 」「 を活用したコ

ケーションの 」に取り組んでいるが、高校の はいかがか。 

（田中校長）１ 年生全員にタブ ット が できており、全 に

の 、 の も している。 

（ 委員）上天草市の の取り組みも 年 を え、 の指定も終

する。今までコーディネーターに 存してきた、 や高校と連携を

させるために、中高の連携を めていきたいと えている。 に 小中学

校の担 者だけでなく、全 員に 委の を え、高校の

先生や 人 と コ ケーションできるような連携を めてい

きたい。 

また、小中学校のコーディネート機 を 学校のコ ティ スクー

ルにおける学校運営協 会の組 を活用したい。このことは、高校と同じ

方 なので、情報 していきたい。 
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んだ。 に、 にコ ケーションの があることを知らなかっ

たが、 どもた も を えながら えていただきとても良かった。

は志願者が ないようだが、 の学 内容を知ることができて

よかった。中学生のアンケート 果も好評で、「高校の先生が を見て

してくれた。」など成長を感じた。 

学校評価などを見て、生徒も保 者も 度が高く、先生た が先を

えて一 取り組まれているのが、生徒た に わっているという

を受けた。カリ ラム全 や を じて、生徒た が しく

学べる があって良いと思う。 のようなことが、中学校の い で

わるように「中学１年生の高校 問」を したいが、コロナ禍で中

になっているので残 だ。 

（ 田 ）認知症サポーター 成講座について、認知症を発症された との き

い方に んでいた生徒が、受講後に関わり方がわかったので に

関わるようになったと していた。上天草の を えると生徒にも

のために のある取組だと感じる。 

 

（ 委員）学校評価の 果がとても良いので、大 中学校も上天草高校のように

なりたいと思っている。また、３年生の が全員 まっているなど成果

が ている。保 者アンケートでも、ほとんどの方が、上天草高校に ど

もを入学させて良かったと えているので、中学校で行われる高校

会で、 のような保 者の を けてもらえると、中学生の保 者の 識

も変わるのではないかと感じた。 

 

（中 委員）今年度は「のびっこ 」が中 となり、高校生との がなかった。中

小で高校生による「 ッチャ 」の 講座が されている。

として学んだことを小学生に える、または するものがあるので

あれば えてみたい。 

また、小学校の 学で「 るさとを する」というテーマの時間がある

ので、上天草高校の取組を できないか えていきたい。 

 

（ 委員）中学生の を３年間コーディネートしてきたが、 の生徒た

が高校でも研究を継続していると き大変 しく思う。上天草の

は、 ロから チを り す しさや、協 する しさやチームワー

クを で、生徒の に く まれると思う。この取組を継続するこ

とで、 に する人 が れたりするのを しみにしている。 

 

（ 委員）コロナ禍の を受けても成果が ている。高校と中学校で、生徒と先

生た の が んだことが大きな成果だと思う。これが長期 な

で、 人 の 成や上天草高校の生徒 保に繋がっていけばと えて

いる。 

の指定が終 し、 するにあたって、コーディネーターが担っ

てきた をどのようにしていくのか、仕組みを しているという

であったが しく知りたい。また、 委も今後 していくとの だ

が、 の内容を知りたい。 

さらに、せっかくこのような をやっているが、今後どのように

していくのかも きたい。 

（研究主任）コーディネーターについて。今まで 田 以外の外 人 を する

とき、生徒に 指導する時間で報 が発生していた。これを 員との

せや外 人 との 作 に していただいた時間にも、報

を うことができるようにしたいと えている。コーディネートの仕

は生徒と する以外の時間の方が、ご苦労が多いので、なかなかお願い

し らかった。しかし、 の指定が外れた後は、 田さんにも れ以

外の人 にもコーディネートの機 を担っていただけるようにしたい 

（ 指導主 ）今後の 委の について。今まで の仕組みの中でこの

をやっていたが、上天草高校がやってきた を継続 発 できるよう、

委員会で を用 した。（上天草高校の取組が デルケースと

なり、 が された。） 

（ 田 ）コーディネーターについて。上天草市の おこし協力 と の が

を設 される見 しで、 の を じてコーディネート機 を継

続 大していきたい。この の ン ーで、生徒の 究に じた人

を に見つけてあ ることが になると思っている。 

（田中校長） について。学校 としては、 ーム ージの 、パン ット

の配 などＫ＃Ａｍａｘに限らず学校活動の を行っている。また、上

天草市から 校振興のための をいただいているので、 も めた

ア デアがあればお願いしたい。 

しかし、人 成の の は成果発表会だと思っている。今年度は

ンラ ン開 となってしまった。 中学校の先生に、生徒た がどれほ

ど成長したか見てもらいたい。今年度の発表会には中学生も参加するよ

う企画していたが できなかった。次年度以降は、中学校に限らず小学

校も め生徒の を見ていただけるようにしたい。 ンラ ンでの開

も ができたので、みなさんの協力をお願いしたい。 

 

（企画 課 ） 課の など 連携の高校の 力 上に携わってき

た。次年度は、 活動の活 を じて との繋がりを する取組をお
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内   容 

 

１．開会 

（１） 委員会 （ 指導主 ） 

（ ）校長 （田中校長） 

 

．協  

（１） ３年度Ｋ＃Ａｍａｘ 報  

    研究主任による報 。 なし。 

（ ） ３年度コ ティ スクール 報  

    研究主任による報 。 なし。 

（３）生徒の活 ならびに学校評価の 果  

    田 による 。 なし。 

（ ） 見 および評価 

（ 田 ）今年度はＫ＃Ａｍａｘ 終年。 後までコロナの を受けてしまった。

んな中でも、 スクールが し、生徒１人１ が した。先

生方も上 に活用されていたが、生徒がデジタルネ ティブぶりを発

し、 なく 々な 面で活用していた。 年度の 定より の面では

大 な前 が見られたと思っている。 

また、 の 用の時間 限がなくなったので、 の や

会 の方々に、 な講座を していただく ができた。今後は、

を 用した とのコ ケーションと、 でしか味わう

ことのできないリアルな を、うまい ランスで生徒に できたら

と思っている。 

 

（ 指導主 ）これまでの取組を継続していくとのことだが、 年度以降、これま

でとは う取組を えているか。 

（研究主任） と協 して人 成する仕組みの はできたと思っているので、

今までの取組を発 させることを に いている。 えば、 開発な

ど生徒がチャ ンジする機会を増やしたり、高校生と協 したい企

に の運営を任せてみたりしたいと えている。また、Ｋ＃Ａｍａｘ

で多くの ストティーチャーを したが、 な取組としてではなく、

の において ストティーチャーを活用できるようにもしたいと

えている。 

（ 田 ） 年度以降も の に協力を たい。高校の に参加する

ことを が高いと感じていらっし る方も多いと思うが、 に生徒

と すると うでもないので、もっともっと多くの方に高校と繋がって

もらいたい。 

 

（ 委員）たくさんの 力 な を開発しているが、 の後、上天草 ール以

外で するなど はあったか。 

（ 田 ）おやつ と共同開発した は、上天草 ールでの れ行きを見

て、 年の の時期に を検討するとのことであった。 

 

（ 委員）コ ティ スクールの取組について いたい。 年度の学校運営協

会で した、認知症サポーター講座の１年生全員受講が してい

るが、生徒の感 や行動の変容を知りたい。 

また、 年 している「上天草 いきＫＡ Ｎ

」主 の高校生と市内 設 同研 会について、今後も

継続しながら の 力発信を めてほしい。 

今年度の しい取組で、松 中学校 の高校 員による 前講座がある。

成 年に の 大 高校に先 校 に行ったときに感 を

受けた取組に ている。この取組も継続してほしい。 

（田中校長）認知症サポーター講座受講後の感 を んだが、全般 に受講前にも

っていた認知症に対する ージを できたようであった。「 には

関われない」「怖い」ものではないとわかったようである。また、「 って

いる高 の方がいたら をかけたい」など前 きな感 が った。

の生徒に限らず重 な を学ぶことができたと感じている。 

高校生と市内 設 同研 会は、 も拝見したが、講 の 先生

の講座がとにかく しいと感じた。 はきつくて いものではなく、

クリ ティブな仕 だと われたのが であった。 用者の方と

いかに しくコ ケーションを取るかを えていただけたので、

は大変だという ージが い高校生に しい 座を えてもらえた。

また、 の研 会として高い であったことだけでなく、 設

の 員の方と一 になって研 を受けることができたので、 々な で

のある講座だと感じた。生徒の学 の としても、 の の

の としても、 校の 力発信の としても、継続してもらいたい

だと思っている。 

松 中学校 の 前講座については、中学生の皆さんのアンケートに

「上天草高校の先生た が、生徒とすごく が良いんだなと感じた。」と

の があり、とても しく感じた。中学生が、 のように受け めてく

れたのなら、 校の 力発信にも繋がったと感じている。 

（ 委員） 前 は、学力 のために高校 ルの を受けるだけでなく、

上天草高校にはこんな先生がいるというのを知ることできるよう取り組
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んだ。 に、 にコ ケーションの があることを知らなかっ

たが、 どもた も を えながら えていただきとても良かった。

は志願者が ないようだが、 の学 内容を知ることができて

よかった。中学生のアンケート 果も好評で、「高校の先生が を見て

してくれた。」など成長を感じた。 

学校評価などを見て、生徒も保 者も 度が高く、先生た が先を

えて一 取り組まれているのが、生徒た に わっているという

を受けた。カリ ラム全 や を じて、生徒た が しく

学べる があって良いと思う。 のようなことが、中学校の い で

わるように「中学１年生の高校 問」を したいが、コロナ禍で中

になっているので残 だ。 

（ 田 ）認知症サポーター 成講座について、認知症を発症された との き

い方に んでいた生徒が、受講後に関わり方がわかったので に

関わるようになったと していた。上天草の を えると生徒にも

のために のある取組だと感じる。 

 

（ 委員）学校評価の 果がとても良いので、大 中学校も上天草高校のように

なりたいと思っている。また、３年生の が全員 まっているなど成果

が ている。保 者アンケートでも、ほとんどの方が、上天草高校に ど

もを入学させて良かったと えているので、中学校で行われる高校

会で、 のような保 者の を けてもらえると、中学生の保 者の 識

も変わるのではないかと感じた。 

 

（中 委員）今年度は「のびっこ 」が中 となり、高校生との がなかった。中

小で高校生による「 ッチャ 」の 講座が されている。

として学んだことを小学生に える、または するものがあるので

あれば えてみたい。 

また、小学校の 学で「 るさとを する」というテーマの時間がある

ので、上天草高校の取組を できないか えていきたい。 

 

（ 委員）中学生の を３年間コーディネートしてきたが、 の生徒た

が高校でも研究を継続していると き大変 しく思う。上天草の

は、 ロから チを り す しさや、協 する しさやチームワー

クを で、生徒の に く まれると思う。この取組を継続するこ

とで、 に する人 が れたりするのを しみにしている。 

 

（ 委員）コロナ禍の を受けても成果が ている。高校と中学校で、生徒と先

生た の が んだことが大きな成果だと思う。これが長期 な

で、 人 の 成や上天草高校の生徒 保に繋がっていけばと えて

いる。 

の指定が終 し、 するにあたって、コーディネーターが担っ

てきた をどのようにしていくのか、仕組みを しているという

であったが しく知りたい。また、 委も今後 していくとの だ

が、 の内容を知りたい。 

さらに、せっかくこのような をやっているが、今後どのように

していくのかも きたい。 

（研究主任）コーディネーターについて。今まで 田 以外の外 人 を する

とき、生徒に 指導する時間で報 が発生していた。これを 員との

せや外 人 との 作 に していただいた時間にも、報

を うことができるようにしたいと えている。コーディネートの仕

は生徒と する以外の時間の方が、ご苦労が多いので、なかなかお願い

し らかった。しかし、 の指定が外れた後は、 田さんにも れ以

外の人 にもコーディネートの機 を担っていただけるようにしたい 

（ 指導主 ）今後の 委の について。今まで の仕組みの中でこの

をやっていたが、上天草高校がやってきた を継続 発 できるよう、

委員会で を用 した。（上天草高校の取組が デルケースと

なり、 が された。） 

（ 田 ）コーディネーターについて。上天草市の おこし協力 と の が

を設 される見 しで、 の を じてコーディネート機 を継

続 大していきたい。この の ン ーで、生徒の 究に じた人

を に見つけてあ ることが になると思っている。 

（田中校長） について。学校 としては、 ーム ージの 、パン ット

の配 などＫ＃Ａｍａｘに限らず学校活動の を行っている。また、上

天草市から 校振興のための をいただいているので、 も めた

ア デアがあればお願いしたい。 

しかし、人 成の の は成果発表会だと思っている。今年度は

ンラ ン開 となってしまった。 中学校の先生に、生徒た がどれほ

ど成長したか見てもらいたい。今年度の発表会には中学生も参加するよ

う企画していたが できなかった。次年度以降は、中学校に限らず小学

校も め生徒の を見ていただけるようにしたい。 ンラ ンでの開

も ができたので、みなさんの協力をお願いしたい。 

 

（企画 課 ） 課の など 連携の高校の 力 上に携わってき

た。次年度は、 活動の活 を じて との繋がりを する取組をお
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内   容 

 

１．開会 

（１） 委員会 （ 指導主 ） 

（ ）校長 （田中校長） 

 

．協  

（１） ３年度Ｋ＃Ａｍａｘ 報  

    研究主任による報 。 なし。 

（ ） ３年度コ ティ スクール 報  

    研究主任による報 。 なし。 

（３）生徒の活 ならびに学校評価の 果  

    田 による 。 なし。 

（ ） 見 および評価 

（ 田 ）今年度はＫ＃Ａｍａｘ 終年。 後までコロナの を受けてしまった。

んな中でも、 スクールが し、生徒１人１ が した。先

生方も上 に活用されていたが、生徒がデジタルネ ティブぶりを発

し、 なく 々な 面で活用していた。 年度の 定より の面では

大 な前 が見られたと思っている。 

また、 の 用の時間 限がなくなったので、 の や

会 の方々に、 な講座を していただく ができた。今後は、

を 用した とのコ ケーションと、 でしか味わう

ことのできないリアルな を、うまい ランスで生徒に できたら

と思っている。 

 

（ 指導主 ）これまでの取組を継続していくとのことだが、 年度以降、これま

でとは う取組を えているか。 

（研究主任） と協 して人 成する仕組みの はできたと思っているので、

今までの取組を発 させることを に いている。 えば、 開発な

ど生徒がチャ ンジする機会を増やしたり、高校生と協 したい企

に の運営を任せてみたりしたいと えている。また、Ｋ＃Ａｍａｘ

で多くの ストティーチャーを したが、 な取組としてではなく、

の において ストティーチャーを活用できるようにもしたいと

えている。 

（ 田 ） 年度以降も の に協力を たい。高校の に参加する

ことを が高いと感じていらっし る方も多いと思うが、 に生徒

と すると うでもないので、もっともっと多くの方に高校と繋がって

もらいたい。 

 

（ 委員）たくさんの 力 な を開発しているが、 の後、上天草 ール以

外で するなど はあったか。 

（ 田 ）おやつ と共同開発した は、上天草 ールでの れ行きを見

て、 年の の時期に を検討するとのことであった。 

 

（ 委員）コ ティ スクールの取組について いたい。 年度の学校運営協

会で した、認知症サポーター講座の１年生全員受講が してい

るが、生徒の感 や行動の変容を知りたい。 

また、 年 している「上天草 いきＫＡ Ｎ

」主 の高校生と市内 設 同研 会について、今後も

継続しながら の 力発信を めてほしい。 

今年度の しい取組で、松 中学校 の高校 員による 前講座がある。

成 年に の 大 高校に先 校 に行ったときに感 を

受けた取組に ている。この取組も継続してほしい。 

（田中校長）認知症サポーター講座受講後の感 を んだが、全般 に受講前にも

っていた認知症に対する ージを できたようであった。「 には

関われない」「怖い」ものではないとわかったようである。また、「 って

いる高 の方がいたら をかけたい」など前 きな感 が った。

の生徒に限らず重 な を学ぶことができたと感じている。 

高校生と市内 設 同研 会は、 も拝見したが、講 の 先生

の講座がとにかく しいと感じた。 はきつくて いものではなく、

クリ ティブな仕 だと われたのが であった。 用者の方と

いかに しくコ ケーションを取るかを えていただけたので、

は大変だという ージが い高校生に しい 座を えてもらえた。

また、 の研 会として高い であったことだけでなく、 設

の 員の方と一 になって研 を受けることができたので、 々な で

のある講座だと感じた。生徒の学 の としても、 の の

の としても、 校の 力発信の としても、継続してもらいたい

だと思っている。 

松 中学校 の 前講座については、中学生の皆さんのアンケートに

「上天草高校の先生た が、生徒とすごく が良いんだなと感じた。」と

の があり、とても しく感じた。中学生が、 のように受け めてく

れたのなら、 校の 力発信にも繋がったと感じている。 

（ 委員） 前 は、学力 のために高校 ルの を受けるだけでなく、

上天草高校にはこんな先生がいるというのを知ることできるよう取り組
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を
示
す
こ

と
が
で
き
る
。

自
分
の
意
見
や
考
え
を
整
理
し
て
、

論
理
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
分
の
意
見
や
考
え
を
整
理
し
て
、

根
拠
を
示
し
な
が
ら
論
理
的
に
説
明

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
分
の
意
見
や
考
え
を
整
理
し
て
、

客
観
性
の
高
い
根
拠
を
示
し
な
が
ら

論
理
的
に
相
手
を
説
得
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

相
手
や
場
面
に
応
じ
て
、
相
手
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

相
手
や
場
面
に
応
じ
て
、
相
手
に
伝

え
る
内
容
を
過
不
足
な
く
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

相
手
や
場
面
に
応
じ
て
、
相
手
に
伝

え
る
内
容
を
分
か
り
や
す
く
過
不
足

な
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

聞
き
手
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
誠

意
あ
る
話
し
方
が
で
き
る
。

聞
き
手
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
聞

き
取
り
や
す
い
音
声
（
声
量
、
速
さ
、

声
の
調
子
な
ど
）
や
言
葉
遣
い
を
用

い
た
話
し
方
が
で
き
る
。

聞
き
手
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
聞

き
取
り
や
す
い
声
（
声
量
、
速
さ
、
声

の
調
子
な
ど
）
や
言
葉
遣
い
を
用
い

た
上
で
、
大
事
な
と
こ
ろ
を
強
調
し
た

り
、
間
の
取
り
方
を
工
夫
し
た
り
し
て
、

相
手
を
惹
き
つ
け
る
話
し
方
が
で
き

る
。

自
分
が
発
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
に
お
い
て
、
考
え
や
想
い
を
発

言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

発
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
だ

け
で
な
く
、
自
ら
積
極
的
か
つ
適
切

に
発
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

積
極
的
か
つ
適
切
に
発
言
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
同
時
に
、
参
加
者
の
発

言
も
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

自
分
の
考
え
を
表
現
す
る
た
め
に
必

要
な
情
報
を
収
集
す
る
方
法
を
知
っ

て
い
る
。

自
分
の
考
え
を
表
現
す
る
た
め
に
必

要
な
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

様
々
な
手
段
を
用
い
て
、
自
分
の
考

え
を
表
現
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報

を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

収
集
し
た
デ
ー
タ
を
適
切
な
方
法
で

処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

収
集
し
た
デ
ー
タ
を
適
切
な
方
法
で

処
理
し
、
自
ら
の
分
析
と
考
察
が
為

さ
れ
た
情
報
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

収
集
し
た
デ
ー
タ
を
適
切
な
方
法
で

処
理
し
、
多
面
的
な
分
析
が
な
さ
れ
、

深
い
考
察
が
加
え
ら
れ
て
い
る
情
報

に
し
、
そ
の
情
報
を
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

一
つ
一
つ
の
要
素
を
組
み
立
て
、
全

体
と
し
て
一
つ
の
も
の
と
し
て
ま
と
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

納
得
で
き
る
要
旨
で
あ
り
、
理
解
で
き

る
よ
う
に
構
成
さ
れ
た
も
の
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
る
。

一
貫
性
の
あ
る
説
明
が
な
さ
れ
、
納

得
で
き
る
要
旨
で
あ
り
、
理
解
で
き
る

よ
う
に
構
成
さ
れ
た
も
の
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
る
。

表
情
や
身
振
り
手
振
り
な
ど
の
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
を
使
っ
て
表
現
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

相
手
や
場
面
に
応
じ
て
、
表
情
や
身

振
り
手
振
り
な
ど
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を

使
っ
て
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

相
手
を
惹
き
つ
け
る
た
め
に
、
相
手

や
場
面
に
応
じ
て
、
表
情
や
身
振
り

手
振
り
な
ど
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
効
果

的
に
使
っ
て
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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こなう。 

 

（須中委員）認知症サポーター講座は、市内の小学生も受講している。一般の方にも

数年ごとに受講していただくよう呼びかけています。学ぶ内容は年々ア

ップデートしているが、根底にあるのは、認知症という病気を怖がるので

はなく正しい知識をもって、身近な存在になるようにしていきたい。高校

生に受講していただく取組は今後も継続していきたい。 

生徒の研究成果発表会を拝見したが、同時間帯での発表のため全てを見

ることができなかった。YouTube での限定配信など検討してもらいたい。 

（研究主任）先日の発表会は対面での発表で企画したので、著作権や肖像権の問題な

どクリアすべき課題をクリアできなかった。（安全に）広く多くの人に見

てもらえるよう工夫すると共に、観覧者とのやりとりを担保できる仕組

みを模索したい。 

 

（前方委員）この活動が一番盛り上がる時期と、コロナ禍が重なり大変な苦労があっ

たはずだが、このように素晴らしい成果を残せていることは素晴らしい

と思う。先日の生徒研究発表でも、観光をテーマにしたビジネスプランが

多くあったので、生徒の皆さんが観光に興味を持ってくれたのは、Ｋ＃Ａ

ｍａｘの成果のひとつであり、今後の上天草の観光振興に繋がってほし

いと思っている。 

また、同じ日に行われた運営指導委員会とパネルディスカッションでも、

上天草高校の取組は大変好評だった。しかし、これが関係者だけの高評価

に終わっているので、上天草市内だけでなく全国にも情報発信ができれ

ば、市内だけでなく市外からも志願者が増えるのではいだろうか。今後は

情報発信に力を入れるべきだと感じた。生発表にも YouTube の活用が多

かったように、「Ｋ＃Ａｍａｘチャンネル」を開設するのはどうか。学校

での運営が難しいようであれば、天草ケーブルネットワークに協力をお

願いするなど検討するとよい。 

（研究主任）ＳＮＳや YouTube は安全面で不安はあるが、できる方法を天草ケーブル

ネットワークと連携しながら検討したい。 

 

（松尾委員）コンソーシアムに参加して、良い取組だと感じていた。もっと危機管理

情報課として、生徒の活動に携わりたかった。次年度以降も取組を続ける

とのことなので、今後も協力していきたい。 

 

３．開会 

（１）校長謝辞（田中校長） 
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３ 地域人材育成のルーブリック集計（令和３年度） 

 

６月 １２月 ６月 １２月 ６月 １２月

１年 94.2% 96.1% １年 １年

２年 93.2% 96.6% ２年 64.4% 78.0% ２年

３年 96.7% 98.4% ３年 78.7% 86.9% ３年 42.6% 55.7%

１年 67.3% 80.4% １年 １年

２年 88.1% 88.1% ２年 54.2% 59.3% ２年

３年 88.5% 98.4% ３年 47.5% 73.8% ３年 31.1% 49.2%

１年 88.5% 76.5% １年 １年

２年 71.2% 81.4% ２年 50.8% 66.1% ２年

３年 91.8% 91.8% ３年 70.5% 85.2% ３年 42.6% 59.0%

１年 90.4% 86.3% １年 １年

２年 98.3% 94.9% ２年 59.3% 71.2% ２年

３年 98.4% 98.4% ３年 82.0% 88.5% ３年 29.5% 50.8%

１年 26.9% 29.4% １年 １年

２年 35.6% 47.5% ２年 18.6% 28.8% ２年

３年 67.2% 77.0% ３年 41.0% 49.2% ３年 14.8% 26.2%

１年 73.1% 82.4% １年 １年

２年 81.4% 91.5% ２年 28.8% 40.7% ２年

３年 88.5% 95.1% ３年 44.3% 57.4% ３年 23.0% 36.1%

１年 42.3% 49.0% １年 １年

２年 66.1% 83.1% ２年 49.2% 61.0% ２年

３年 83.6% 96.7% ３年 59.0% 83.6% ３年 24.6% 44.3%

１年 65.4% 72.5% １年 １年

２年 72.9% 76.3% ２年 30.5% 35.6% ２年

３年 83.6% 91.8% ３年 36.1% 47.5% ３年 13.1% 24.6%

１年 75.0% 80.4% １年 １年

２年 76.3% 84.7% ２年 62.7% 74.6% ２年

３年 93.4% 95.1% ３年 75.4% 91.8% ３年 44.3% 62.3%

１年 50.0% 49.0% １年 １年

２年 57.6% 71.2% ２年 32.2% 44.1% ２年

３年 70.5% 86.9% ３年 34.4% 49.2% ３年 11.5% 24.6%

１年 42.3% 52.9% １年 １年

２年 57.6% 64.4% ２年 25.4% 40.7% ２年

３年 70.5% 77.0% ３年 50.8% 60.7% ３年 13.1% 26.2%

１年 34.6% 45.1% １年 １年

２年 49.2% 62.7% ２年 30.5% 33.9% ２年

３年 80.3% 86.9% ３年 55.7% 67.2% ３年 26.2% 44.3%

基本・１ 応用・２ 発展・３

質

問

す

る

メ

モ

す

る

態

度

話
す

論

理
的

説

明

聞

き

手

へ

の
配

慮

聞
く

聞

(

聴

)

く

魅

力

的

な

話

し

方

主

体
性

表
現
す
る

情

報

収

集

分

析

非

言

語

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

構

成
力

他人の話を遮ることなく、聞くこと
ができる。

他人の話を要点を押さえながら
聞くことができる。

他人の話を要点を押さえながら
聞くことができ、その文脈から相
手の真意を理解できる。

話の内容で「わからない部分」に
気づき、「なぜだろう」「どうしてだ
ろう」と疑問に思うことができる。

話の内容で「わからない部分」に
気づき、「なぜだろう」「どうしてだ
ろう」と疑問に思い、質問するこ
とができる。

話の内容で「わからない部分」に
気づき、「なぜだろう」「どうしてだ
ろう」と疑問に思い、質問し、自ら
の理解へ繋げることができる。

他人の話を聞き、メモすることが
できる。

他人の話を聞き、要点を押さえ
たメモすることができる。

他人の話を聞き、要点を押さえ
関連付けながらメモすることがで
きる。

話を聞くとき、聞こうとする態度を
示すことができる。

話を聞くとき、うなづいたり、相槌
を打ったりするなどジェスチャー
を加えながら聞くことで相手が話
しやすい環境を作ることができる。

話を聞くとき、状況に応じてジェ
スチャーを加えながら聞くことで、
相手が話しやすい環境を作るこ
とができるだけでなく、話し手の
問いに反応することで、話を活
性化させようとする態度を示すこ
とができる。

自分の意見や考えを整理して、
論理的に説明することができる。

自分の意見や考えを整理して、
根拠を示しながら論理的に説明
することができる。

自分の意見や考えを整理して、
客観性の高い根拠を示しながら
論理的に相手を説得することが
できる。

相手や場面に応じて、相手に伝
えることができる。

相手や場面に応じて、相手に伝
える内容を過不足なく伝えること
ができる。

相手や場面に応じて、相手に伝
える内容を分かりやすく過不足
なく伝えることができる。

聞き手がわかりやすいように、誠
意ある話し方ができる。

聞き手がわかりやすいように、聞
き取りやすい音声（声量、速さ、
声の調子など）や言葉遣いを用
いた話し方ができる。

聞き手がわかりやすいように、聞
き取りやすい声（声量、速さ、声
の調子など）や言葉遣いを用い
た上で、大事なところを強調した
り、間の取り方を工夫したりして、
相手を惹きつける話し方ができ
る。

自分が発言しなければならない
状況において、考えや想いを発
言をすることができる。

発言しなければならない状況だ
けでなく、自ら積極的かつ適切
に発言することができる。

積極的かつ適切に発言すること
ができると同時に、参加者の発
言も引き出すことができる。

自分の考えを表現するために必
要な情報を収集する方法を知っ
ている。

自分の考えを表現するために必
要な情報を収集することができ
る。

様々な手段を用いて、自分の考
えを表現するために必要な情報
を収集することができる。

収集したデータを適切な方法で
処理することができる。

収集したデータを適切な方法で
処理し、自らの分析と考察が為
された情報にすることができる。

収集したデータを適切な方法で
処理し、多面的な分析がなされ、
深い考察が加えられている情報
にし、その情報を活用することが
できる。

一つ一つの要素を組み立て、全
体として一つのものとしてまとめ
ることができる。

納得できる要旨であり、理解でき
るように構成されたものをつくる
ことができる。

一貫性のある説明がなされ、納
得できる要旨であり、理解できる
ように構成されたものをつくること
ができる。

表情や身振り手振りなどのジェ
スチャーを使って表現することが
できる。

相手や場面に応じて、表情や身
振り手振りなどのジェスチャーを
使って表現することができる。

相手を惹きつけるために、相手
や場面に応じて、表情や身振り
手振りなどのジェスチャーを効果
的に使って表現することができる。
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こ
な
う
。
 

 

（
須
中
委
員
）
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
講
座
は
、
市
内
の
小
学

生
も
受
講
し
て
い
る
。
一
般
の
方
に
も

数
年

ご
と

に
受
講

し
て
い

た
だ

く
よ
う

呼
び
か

け
て
い

ま
す

。
学
ぶ

内
容
は

年
々
ア

ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
る
が
、
根
底
に
あ

る
の
は
、
認
知
症
と
い
う
病
気
を

怖
が
る
の
で

は
な
く
正
し
い
知
識
を
も
っ
て
、
身
近
な
存
在
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
高
校

生
に
受
講
し
て
い
た
だ
く
取
組
は
今
後

も
継
続
し
て
い

き
た
い

。
 

生
徒
の
研
究
成
果
発
表
会
を
拝
見

し
た
が
、
同
時
間
帯

で
の
発

表
の
た
め
全
て

を
見

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
Yo
uT
ub
e
で
の
限
定
配
信

な
ど
検
討
し
て

も
ら
い
た
い
。 

（
研
究
主
任
）
先
日
の
発

表
会
は
対
面
で
の
発
表
で
企
画
し
た
の
で

、
著
作
権

や
肖
像
権
の
問
題
な

ど
ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
を
ク
リ
ア
で
き

な
か
っ
た
。（

安
全
に
）
広
く
多
く
の
人

に
見

て
も

ら
え

る
よ
う

工
夫
す

る
と

共
に
、

観
覧
者

と
の
や

り
と

り
を
担

保
で
き

る
仕
組

み
を
模
索
し
た
い
。
 

 

（
前
方
委
員
）
こ
の
活
動

が
一
番
盛
り
上
が
る
時
期
と
、
コ
ロ

ナ
禍
が
重
な
り

大
変
な
苦
労
が
あ
っ

た
は

ず
だ

が
、
こ

の
よ
う

に
素

晴
ら
し

い
成
果

を
残
せ

て
い

る
こ
と

は
素
晴

ら
し
い

と
思
う
。
先
日
の
生
徒

研
究
発
表
で
も
、
観
光
を
テ
ー
マ
に
し
た
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
が

多
く
あ
っ
た
の
で
、
生

徒
の
皆
さ
ん
が

観
光
に
興
味
を

持
っ
て
く
れ
た
の
は
、
Ｋ

＃
Ａ

ｍ
ａ

ｘ
の

成
果
の

ひ
と
つ

で
あ

り
、
今

後
の
上

天
草
の

観
光

振
興
に

繋
が
っ

て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
る
。
 

ま
た
、
同
じ
日
に
行
わ
れ
た
運
営
指
導

委
員
会
と
パ
ネ

ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
も
、

上
天
草
高
校
の
取
組
は
大
変
好
評
だ
っ

た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
関

係
者
だ
け
の
高

評
価

に
終

わ
っ

て
い
る

の
で
、

上
天

草
市
内

だ
け
で

な
く
全

国
に

も
情
報

発
信
が

で
き
れ

ば
、
市

内
だ
け
で
な
く

市
外
か
ら
も
志

願
者
が
増
え
る

の
で
は
い
だ
ろ
う
か
。
今

後
は

情
報
発
信
に
力
を
入
れ
る
べ
き
だ
と
感

じ
た
。
生
発
表

に
も

Yo
uT
ub
e
の
活
用
が
多

か
っ
た
よ
う
に
、「

Ｋ
＃
Ａ
ｍ
ａ
ｘ
チ
ャ
ン
ネ

ル
」
を
開
設
す
る

の
は
ど
う
か
。
学
校

で
の

運
営

が
難
し

い
よ
う

で
あ

れ
ば
、

天
草
ケ

ー
ブ
ル

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
に
協

力
を
お

願
い
す
る
な
ど
検
討
す
る
と
よ
い
。
 

（
研
究
主
任
）
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

Yo
uT
ub
e
は
安
全
面
で

不
安
は
あ
る
が

、
で
き
る

方
法
を
天
草
ケ

ー
ブ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連
携
し
な
が
ら
検
討

し
た
い
。
 

 

（
松
尾
委
員
）
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
に
参
加
し
て
、
良
い
取
組

だ
と
感
じ
て
い
た
。
も
っ
と
危
機
管
理

情
報
課
と
し
て
、
生
徒

の
活
動
に
携
わ

り
た
か
っ
た
。
次
年
度
以
降
も
取

組
を
続
け
る

と
の
こ
と
な
の
で
、
今
後
も
協
力
し
て

い
き
た
い
。
 

 

３
．
開
会

 

（
１

）
校
長
謝
辞
（

田
中
校
長
）
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４ 探究活動の自己評価ルーブリック 

 

上天草プロジェクト 「探究活動」自己評価 

 班ごとの探究活動において、下の４つの場面（観点）で、自分がどのように行動できた

か、４～１であてはまるものを１つ選び、回答欄に記入してください。 

評価 

観点 
４ ３ ２ １ 

課
題
の
設
定 

上天草の現状（困り

事）を踏まえ、班員と

協働しながら、主体

的に班の課題設定に

貢献した。 

班員と協働しなが

ら、主体的に班の課

題設定に貢献した。 

教員に促され、主体

的に班の課題設定に

貢献した。 

教員に促され、班の

課題設定に参加し

た。 

情
報
の
収
集 

班員と協働しなが

ら、主体的に必要な

情報を収集し、課題

解決に十分なデータ

の蓄積に貢献した。 

主体的に必要な情報

を収集し、課題解決

に十分なデータの蓄

積に貢献した。 

教員に促され、主体

的に必要な情報を収

集し、課題研究に十

分なデータの蓄積に

貢献した。 

必要な情報を収集し

ようとしたが、課題

研究に十分なデータ

の蓄積にあまり貢献

できなかった。 

整
理
・
分
析 

班員と協働しなが

ら、事実や事実間の

因果関係を推理する

など、収集した情報

から自分なりの考え

を形成し、意見を述

べる事ができた。 

事実や事実間の因果

関係を推理するな

ど、収集した情報か

ら自分なりの考えを

形成し、意見を述べ

る事ができた。 

教員に促され、事実

や事実間の因果関係

を推理するなど、収

集した情報から自分

なりの考えを形成

し、意見を述べる事

ができた。 

収集した情報を整

理・分析し、自分なり

の考えを形成しよう

としたが、意見とし

て表現する事ができ

なかった。 

ま
と
め
・
表
現 

研究の結果を表現す

るにあたり、客観的

で論理的な考察を示

すことができ、明確

な根拠（証拠）を持っ

た結論をわかりやす

く表現できるよう、

積極的に活動した。 

研究の結果を表現す

るにあたり、わかり

やすく表現できるよ

う、積極的に活動し

た。 

研究の結果を表現す

るにあたり、与えら

れた役割を果たす事

ができた。 

研究の結果を表現す

るにあたり、教員に

促されて、与えられ

た役割を果たす事が

できた。 
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